
鹿児島県出水市
広
報

人と自然が融和した　にぎわいある元気都市　出水市

2011（平成23年）
7主な内容

No. 76

世 帯 数 2 万 4,507 （+ 21）
人　 口 5 万 5,729 （+ １）

男 2 万 6,093 （− ９）
女 2 万 9,636 （+ 10）

出　 生 45
死　 亡 71
転　 入 93
転　 出 67

（６月１日現在 : 住民基本台帳）

（　）内は前月比

節電への取り組み………………………………………２～３
そうだ！プールに行こう…………………………………４
走る？ボランティア？どっち！？………………………６
新コーナーが誕生…………………………………………８

2012（平成24年）

「
秘
境
の
オ
ア
シ
ス
」

（大川内の秘境にて6月５日撮影）



 

 
 

 

 

 

 

 

 

  
節 電 効 果 おすすめの節電の取り組み 

さぁ！チェック！ 削 減 率 チェック

○室温28℃を心がける ※設定温度を２℃上げた場合 10％ 
 

○「すだれ」や「よしず」などで窓からの日差しを和らげる 
 ※エアコンの節電になります 

10％ 
  

○無理のない範囲でエアコンを消し、扇風機を使用する 
 ※除湿運転やエアコンの頻繁なオンオフは、電力の増加になる場合があるので、ご注意ください 

50％ 
 

 

○冷蔵庫の設定を｢強｣から｢中｣に変え、扉を開ける時間をできる 

 だけ減らし、食品をつめこまない ※食品の傷みにご注意ください 
２％ 

 

 
○日中は不要な照明を消す ５％ 

 

 
○省エネモードに設定するとともに、画面の輝度を下げ、必要な時 

 以外は消す ※標準→省エネモードに設定し、使用時間を2/3に減らした場合 
２％ 

 

 

○早朝にタイマー機能で１日分まとめて炊いて、冷蔵庫や冷凍庫に 

保存する 
２％ 

 

 
○リモコンの電源ではなく、本体の主電源を切る 

○長時間使わない機器はコンセントからプラグを抜く 
２％ 

 

 
     の合計 

％ ≧10% 

 

 

 

節電にご協力いただける方にあらかじめ登録いただき、電力の需給状況が大変厳しい場合、携帯電話に「緊急時の

節電ご協力お願いメール」を配信します。ぜひご登録いただき、今夏の節電に、より一層のご協力をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            

 

 

出水営業所 （☎０１２０－９８６－８０１） 

この夏、節電にご協力をお願いします！ 

●効果の記載値は、在宅家庭の昼間ピーク時の消費電力（午後２時：約1,200ワット）に対する削減率の目安です（資源エネルギー庁推計）。 
●上記の節電取り組みと節電効果については、経済産業省「夏季の節電メニュー（ご家庭の皆様）」から抜粋しています。 

７月２日（月）から９月７日（金）までの平日（お盆期間８月13日から15日までを除く）の午前

９時から午後８時までについて、一昨年比マイナス10％程度以上の使用最大電力の節電をお願いし

ます。特に、気温が高く電力需要がピークに達する午後１時から同５時までにおいて、重点的な節

電をお願いします。 

また、上記期間・時間帯以外につきましても、市民の皆さまの生活に支障のない範囲での節電に、

引き続きご協力をお願いします。 

削減率の合計が10％以上となるよう節電にご協力をお願いします。 

「緊急時の節電ご協力お願いメール」登録のお願い 

メール配信には、携帯電話メールアドレスの登録が必要です。 

http://kyuden.jp/ 

http://www.kyuden.co.jp/ 
※登録前に“kyuden.co.jp”ドメインからのメールが受信できるよう、携帯電話の「指定受信」や「受信拒否」「シークレッ

トコード（docomo の場合）」の設定変更をお済ませください。 
※本メール配信のご利用にあたり、登録料・情報料は発生しませんが、別途、携帯電話会社への通信料がかかります。 
※パソコンおよび企業専用ドメインを使用されている携帯電話へのメール配信は行っていません。 

パソコン版ホームページ 

携帯電話版ホームページ 登録画面へ直接アクセス！

２次元コード読み取り機能を搭載している

携帯電話でご利用いただけます。 パソコンからも登録できます。

登録時の 

注意事項 

「緊急時の節電ご協力お願いメール」へのご登録１件につき 
100円を九州電力から東日本大震災被災地へ寄付します。 

※具体的寄付内容は節電期間終了後にメールでお知らせします。 

☎
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市では、平成23年度に夏期および冬期の節電対策を実施しましたが、平成24年５月18日に政府方針として、九

州電力管内の今夏の節電目標が平成22年度比マイナス10％に設定されました。 

これを受け、電力の大口需要家として節電対策を推進するため、平成24年度電力需給対策基本方針を決定し、次

のとおり節電対策に取り組みますので、市民の皆さまのご理解とご協力をお願いします。 

 

取組期間および節電目標 

夏期：６月１日～10月 31 日  目標：平成22年度比15％削減 

冬期：12月１日～３月 31 日  目標：平成22年度比10％削減 

具体的な取り組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ご家庭・事業所等におかれましても、節電にご協力くださるよう併せてお願いします。また、節水が上下水道施

設の節電につながりますので、節水にもご協力ください。 
※夏の行き過ぎた節電は、熱中症などの健康被害を生じる恐れもありますので、節電に当たっては、健康へ配慮し

ながらお願いします。 
 次のホームページで、節電について紹介されていますので、ご覧ください。 
 ☆ 経済産業省 「節電．go．jp」 ☆ 環境省 「みんなで節電アクション！」 
 ☆ 全国地球温暖化防止活動推進センター 「家庭で取り組む節電マニュアル」 
 ☆ 九州電力 「今夏の電力需給見通しと節電へのご協力のお願い」 

問い合わせ先 

本庁市民生活課生活環境係 

（☎６３－４０４２） 

照明に関すること 

◎照明の間引きや使用に応じた点

灯・消灯 

◎業務に支障のない範囲で昼休み

は消灯 

◎会議室・トイレ・廊下等の不要

な照明の消灯 
◎長期的節電に向け、照明器具の

ＬＥＤ化の計画的な推進 

空調に関すること 
◎冷房の適切な温度（室温28℃）

の設定および稼働時間の短縮 
◎暖房の適切な温度（室温17℃）

の設定および稼働時間の短縮 
◎フィルターの定期的な清掃 

ＯＡ機器その他の電気機器に関すること

◎使用していない電気製品はコンセント

を抜き、待機消費電力を削減 
◎パソコンは、節電モードを活用し、長

時間離席するときや、退庁時は電源を

切りコンセントを抜く。 
◎会議資料等の見直しにより、コピー機

やプリンターの使用枚数を削減 

職員に関すること 

◎クールビズ・ウォームビズの徹底 
◎ノー残業デー（定時退庁日）の徹底（毎

週水曜日） 
◎時間外勤務の縮減 

その他 

◎各職場に節電推進員を置き、

管理・指導する。 
◎職員のエレベーター使用は

原則禁止 
◎人員に合った会議室の使用、

不要な照明の消灯および会

議時間の短縮 

市施設も節電に取り組んでいます 

☎
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暑いな～ ( ￣Д￣；；

そうだ！　みんなでプールに行こう！

開
所
期
間　
　

　

７
月
21
日
（
土
）
～
８
月
31
日
（
金
）

開
所
時
間

　

午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
同
５
時

プ
ー
ル
使
用
料

（
２
時
間
）　　

○
小
学
生
未
満　

50
円

○
小
学
生	

１
０
０
円

問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
プ
ー
ル
（
指
定
管
理
者
：
出
水
市
水
泳
協
会
）

　
（
☎
�
０
０
５
８
）

７月 21 日（土）午前 10 時　市民プールの幼児・児童プール

７月 21 日（土）  午後 １時　出水市海洋公園プール OPEN!!

市
民
プ
ー
ル
の
幼
児
・
児
童
プ
ー
ル

出
水
市
海
洋
公
園
プ
ー
ル
・
海
の
家

21
日
は
無
料
開
放
！

開
所
期
間　
　

　

７
月
21
日
（
土
）
～
８
月
31
日
（
金
）

開
所
時
間

　

午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
同
５
時

プ
ー
ル
利
用
料
金　
　

○
幼
児　

50
円

○
小
・
中
学
生　

１
０
０
円

○
高
校
・
一
般　

２
１
０
円

○
付
添
人　

無
料

海
の
家
利
用
料
金

○
未
就
学
児　

		

無　
　

料　

○
高
校
生
以
上
（
個
人
）　

２
１
０
円

○　
　

〃　
　

（
団
体
）　

１
５
０
円

○
小
・
中
学
生
（
個
人
）　

１
０
０
円

○　
　

〃　
　

（
団
体
）　

50
円

○
シ
ャ
ワ
ー
の
み
の
使
用　

50
円

問
い
合
わ
せ
先

　
（
株
）
ア
ー
バ
ン
ス
イ
ミ
ン
グ
出
水
（
指
定
管
理
者
）

　
（
☎
�
０
２
０
２
）
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出水市多目的グラウンド
●フリーマーケット　　「我楽多市

が  らく た  いち
」    午後４時～同７時

●演芸大会　「藤崎マーケット
　　　　　　  もっこすファイヤー　スペシャルライブ」
　　　　　　｢浴衣美人コンテスト｣
　　　　　　｢うちわ抽選会｣  etc.　 午後４時～同８時
●30回記念花火大会（音響花火）　午後８時～同９時

7/29（SUN）

7/28（SAT）
●出陣式・パレード　午後６時～同６時30分
●みこし担ぎ競争　　午後６時30分～同７時
●総踊り大会　　　　午後７時～同９時

本町アーケード

30th　夏祭りいずみ

鶴翔祭

第2回浴衣美人コンテスト
参加者募集　参加費は無料
豪華景品   参加賞あります！

今年もやります！
うちわ抽選会
一本 200 円 !!

問い合わせは事務局まで！

事務局　夏祭りいずみ実行委員会　 　   

ねがい

©YOSHIMOTO KOGYO CO.,LTD 2012

藤崎マーケット
もっこすファイヤー

ビューティーメーカー

総合司会

出演者は予告なく変更する可能性があります。あらかじめご了承ください。

（☎６２－１３３７）

住みます芸人

住みます芸人

住みます芸人

住みます芸人

鹿児島

熊本

鹿児島

熊本

※当日は混雑しますので、公共交通機関を
ご利用されるか、または乗り合わせにご協力ください。

あらかじめご了承ください。

花火打ち上げ場所

夏祭り花火大会打ち上げ場所について

広報いずみ2012（平成24年）７月5



参
加
料
を
添
え
て
お
近
く
の
郵
便
局
ま
た
は
直
接
事
務
局
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
そ
の
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
込
書
の
請
求
が
で
き
ま
す
。

申
込
締
切
日　

８
月
31
日
（
金
）
※
当
日
消
印
有
効

特
　
典　

参
加
者
全
員
に
参
加
賞
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
ほ
か
、
抽
選
で
も
れ
な
く

豪
華
賞
品
等
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

内
　
容　

給
水
係
、
立
し
ょ
う
係
等

応
募
資
格　

高
校
生
以
上

募
集
人
数　

２
０
０
人

応
募
締
切
日　

８
月
24
日（
金
）

※
例
年
、
所
属
し
て
い
る
団
体
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
さ
れ
て
い
る
方
は
、
各

団
体
を
通
じ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　

出
水
ツ
ル
マ
ラ
ソ
ン
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局
（
市
民
ス
ポ
ー
ツ
課
内
）

（
☎
�
２
１
５
４
）

【
参
加
者
】

種
　
目　

フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
、
10
㌔
、
３
㌔

ス
タ
ー
ト
時
間  

○
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン	

午
前
９
時　
　

○
10
㌔	

午
前
10
時
30
分

○
３
㌔
（
小
学
生
）	

午
前
９
時
10
分

○
３
㌔
（
中
学
生
以
上
）
午
前
９
時
50
分

参
加
資
格　

小
学
４
年
生
以
上
の
健
康
な
方

※
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
は
高
校
生
以
下
、
10
㌔
は
中

　

学
生
以
下
は
参
加
不
可
。

参
加
料

○
一
般
（
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
）
３
５
０
０
円

○
一
般
（
10
㌔
・
３
㌔
）	

３
０
０
０
円

○
中
学
・
高
校
生	

１
５
０
０
円

○
小
学
生	

１
０
０
０
円

申
込
方
法

市
民
ス
ポ
ー
ツ
課
等
に
設
置
さ
れ
た
参
加
申

込
書
（
第
24
回
大
会
に
申
し
込
ま
れ
た
方
に

は
郵
送
し
ま
す
）に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

世界一のツルの渡来地を駆ける！汗！感動！

第 25 回出水ツルマラソン大会

10 月 21 日（日）開催

参
加
者

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

前夜祭

日　時　10 月 20 日（土）　午後 6時 30 分
場　所　出水公会堂
内　容　アトラクション、抽選会、懇親会等
参加料　	一								般　　　2,000 円（飲食代含む）　　
　　　　中学・高校生　　1,500 円 〃 　　
　　　　小			学			生　　　1,000 円 〃 　　
　　　　※高校生以下については保護者同伴に限る。

ふるさとの川や海を美しく

第 32 回ふるさと出水クリーン作戦

７月２２日（日）

家族みんなで参加しましょう！
みんなで力を合わせてきれいなまちにしましょう！
○午前５時 30 分の花火が合図です。
○午前６時 30 分作業開始で２時間程度です。
○悪天候の場合は、８月５日（日）に延期となります。
※今回から新たに参加を希望される団体等は、市民生活課　	
　生活環境係にご連絡ください。
問い合わせ先
　本庁市民生活課生活環境係（☎６３－４０４２）

　上場高原コスモス園では、毎年市民ボランティアの皆
さんの協力により、コスモスの苗を植え付けます。
　自ら植えたコスモスが秋に満開となる光景を目の当り
にすると喜びもひとしおで
す。市民の皆さんのご協力
をお願いします。
日　　時　７月 16 日（月）
　　　　　海の日		午前９時
集合場所　上場高原コスモ
　　　　　ス園
持ってくるもの　移植ごて、山ぐわ、軍手、長靴、帽子
　　　　　　　　など（雨天時は雨具）
その他　小雨決行、作業は２時間程度
問い合わせ先　本庁農林水産課農業振興係
　　　　　　　（☎６３－４０５６）

コスモスを植えませんか
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予
約
・
紹
介
な
し
で
受
診
で
き
ま
す

出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
の
外
来
診
療

出
水
市
病
院
事
業
職
員
採
用
試
験

　

出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
の
外
来
診
療
に

つ
い
て
は
、
一
部
の
診
療
科
で
予
約
制
を

と
っ
て
い
た
時
期
が
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在

は
、
原
則
と
し
て
予
約
・
紹
介
な
し
で
受
診

で
き
ま
す
。

　

現
在
、
か
か
り
つ
け
医
に
通
院
中
の
方
で

当
院
の
外
来
診
療
科
の
受
診
を
希
望
さ
れ
る

場
合
は
、
ま
ず
、
か
か
り
つ
け
の
先
生
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
診
療
、
治
療
後
、
病
状
が
安
定
し

た
患
者
さ
ん
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
、

か
か
り
つ
け
の
先
生
に
紹
介
し
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

診
療
日
等
は
次
の
と
お
り
で
す
の
で
、
来

院
の
際
は
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

初
診
の
受
付
時
間
は
、
午
前
７
時
45
分
か

ら
同
11
時
ま
で
で
す
。

　

不
明
な
点
に
つ
い
て
は
、
医
事
課
総
合
案

内（
☎
�
１
６
１
１
）に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
平
成
25
年
４
月
１
日
付
け
で
採
用
予
定
の

出
水
市
病
院
事
業
職
員
採
用
試
験
を
次
の
と

お
り
行
い
ま
す
。

◆
試
験
日
時
、
会
場

　

８
月
19
日（
日
）

　

受
付
時
間 

午
前
９
時

　

試
験
開
始 

午
前
９
時
15
分

　

出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

◆
試
験
内
容

　

個
人
面
接（
口
述
試
験
を
含
む
）

◆
受
験
申
込
受
付
期
間

７
月
２
日（
月
）か
ら
同
31
日（
火
）ま
で
の

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で

（
た
だ
し
、
土
曜
日
・
日
曜
日
お
よ
び
祝

日
を
除
き
ま
す
。）

郵
送
の
場
合
も
、
７
月
31
日（
火
）必
着
の

こ
と
。

◆
受
験
手
続
き

受
験
申
込
書（
出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

経
営
企
画
課
、
高
尾
野
診
療
所
お
よ
び
野

田
診
療
所
な
ら
び
に
出
水
市
役
所
市
民
生

活
課
市
民
相
談
室
、
高
尾
野
支
所
地
域
振

興
室
お
よ
び
野
田
支
所
地
域
振
興
室
に
準

備
し
ま
す
。
ま
た
、
出
水
総
合
医
療
セ
ン

タ
ー
お
よ
び
出
水
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
し
ま
す
。）に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
経
営
企
画
課
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い（
受
験
申
込
書
の
請

求
お
よ
び
提
出
は
郵
送
で
も
可
。
請
求
す

る
場
合
は
、
封
筒
の
表
に「
受
験
申
込
書

請
求
」と
朱
書
き
し
、
あ
て
先
を
明
記
し

た
返
信
用
の
角
型
２
号
封
筒（
Ａ
４
判
が

入
る
も
の
）に
１
２
０
円
切
手
を
貼
付
し

て
く
だ
さ
い
）。

◆
受
験
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
８
９
９
─
０
１
３
１

明
神
町
５
２
０
番
地

出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
経
営
企
画
課

（
☎
�
１
６
１
１
、
内
線
１
２
３
０
）

診療科 診療日

総合内科、循環器内科、
消化器内科、小児科、
脳神経外科、外科、眼科

月～金曜日

腎臓内科 毎週水 ･金曜日

整形外科
毎週月 ･水 ･金曜日
（火・木曜日は手術日）

脊椎外来 第１・３・５火曜日

婦人科 毎週月曜日

皮膚科 毎週木曜日

呼吸器内科 毎週火・木曜日

神経内科 毎週木曜日

血液内科 毎週水曜日

肝臓内科 毎週水曜日

糖尿病・代謝内科 毎週月曜日

◆職種、採用予定人員および受験資格

職種および
採用予定人員

薬 剤 師

若干名

受	験	資	格

次のいずれの要件も満たす者とします。
①昭和 47 年４月２日以降に生まれた者
②薬剤師の免許を有する者または平成 24
年度の国家試験で取得する見込みの者
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慣
・
生
活
能
力
、
人
に
対
す
る
信
頼
感
、
豊
か
な
情

操
、
他
人
に
対
す
る
思
い
や
り
や
善
悪
の
判
断
な
ど

の
基
本
的
倫
理
観
、
自
立
心
や
自
制
心
、
社
会
的
な

マ
ナ
ー
な
ど
を
身
に
つ
け
る
上
で
重
要
な
役
割
を
担

う
も
の
で
す
。

　

さ
ら
に
、
人
生
を
自
ら
切
り
拓
い
て
い
く
上
で
欠

く
こ
と
の
で
き
な
い
職
業
観
、
人
生
観
、
創
造
力
、

企
画
力
と
い
っ
た
も
の
も
家
庭
教
育
の
基
礎
の
上
に

培
わ
れ
る
も
の
で
す
。

～
文
部
科
学
省
「『
社
会
の
宝
』
と
し
て
子
ど
も
を

育
て
よ
う
（
報
告
）」
今
後
の
家
庭
教
育
支
援
の
充

実
に
つ
い
て
の
懇
談
会
（
平
成
14
年
７
月
）
よ
り
抜

粋
～

　

そ
こ
で
、
家
庭
教
育
の
重
要
性
に
鑑
み
、
平
成
18

年
の
教
育
基
本
法
の
改
正
に
よ
り
家
庭
教
育
に
関
す

る
条
が
新
設
さ
れ
、
保
護
者
が
子
ど
も
の
教
育
に
つ

い
て
第
一
義
的
責
任
を
有
す
る
こ
と
お
よ
び
国
や
地

方
公
共
団
体
が
家
庭
教
育
支
援
に
努
め
る
べ
き
こ
と

が
規
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
出
水
市
で
は
出
水
市
家
庭
教
育

推
進
委
員
会
を
平
成
23
年
度
に
設
置
し
、
行
政
、
関

係
機
関
・
団
体
等
が
連
携
を
図
り
、
情
報
を
共
有

し
、
役
割
分
担
を
明
確
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
各
家

庭
に
お
け
る
子
育
て
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
出
水
市
の
家
庭
教
育
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
24
年
５
月
10
日
に
開
催
し
た
出
水
市

家
庭
教
育
推
進
委
員
会
に
お
い
て
、
出
水
市
の
家
庭

の
教
育
力
を
高
め
る
た
め
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
決
ま
り

ま
し
た
。

　

今
後
も
、
委
員
会
に
お
い
て
家
庭
・
学
校
・
地
域

が
連
携
し
た
家
庭
教
育
支
援
の
施
策
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
中
央
公
民
館
内
生
涯
学
習
課　

　
（
☎
�
２
２
０
０
）

～
子
ど
も
た
ち
の
明
る
い
笑
顔
と
未
来
の
た
め
に
、

社
会
全
体
で
家
庭
教
育
を
応
援
し
ま
し
ょ
う
。
～

　

家
庭
教
育
は
親
や
、
こ
れ
に
準
ず
る
人
が
子
ど

も
に
対
し
て
行
う
教
育
の
こ
と
で
、
す
べ
て
の
教

育
の
出
発
点
で
あ
り
、
家
庭
は
常
に
子
ど
も
の
心

の
拠
り
所
と
な
る
も
の
で
す
。
乳
幼
児
期
か
ら
の

親
子
の
愛
情
に
よ
る
絆
で
結
ば
れ
た
家
族
と
の
ふ

れ
あ
い
を
通
じ
て
、
子
ど
も
が
基
本
的
な
生
活
習

出
水
市
家
庭
教
育
推
進
委
員
会
の
取
り
組
み

畠
はたけだ

田　良
よしのぶ

信　さん（78）
出水市の好きなところは？
　大変住みやすく人情があ
たたかい
出水市に望むことは？
　高齢者に対しての医療介
護福祉施設の充実
ひと言
　高齢者の皆さんに老人ク
ラブに加入していただき、元
気老人を目指して楽しいク
ラブ活動をしましょう。

矢
や の

野　ミツ　さん（69）
出水市の好きなところは？
　高齢者が率先垂範してボ
ランティア活動をしている
出水市に望むことは？
　パブリックアクションで
溢れるまちに（官民一体）
ひと言
　ボランティアの王道を進
む私たちの仲間になりませ
んか。

元気ですね先輩！
今月号から、元気な市民の方を紹介するコーナーが始まりました。来月は、あなたかも⁉↓↓

山
やました

下　真
ま な み

奈美　さん（25）
出水市の好きなところは？
　皆が家族みたい
出水市に望むことは？
　老若男女のふれあいの場
ひと言
　若者のみなさん、高尾野青
年団で一緒に活動してみま
せんか？？

小
おばた

幡　興
こうたろう

太郎　さん（41）
出水市の好きなところは？
　歴史ある麓地区
　海・山・川、自然が豊か
出水市に望むことは？
　子供から高齢者まで楽し
める明るい公園の整備
ひと言
　始動しました『出水ブラン
ド　薩摩出水のいずみさん』

集まれ応援団！

しるし
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催
　
　
　
し

催
　
　
　
し

マ
ル
コ
ニ
ー
式
ラ
ジ
コ
ン
カ
ー

　

簡
単
な
無
線
技
術
を
使
っ
た
お

も
ち
ゃ
を
作
っ
て
み
よ
う
。

日
　
時
　
７
月
15
日
（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
～
同
３
時
30
分

場
　
所
　
ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
い
ず

み
実
験
室

対
　
象
　
小
学
５
年
生
以
上

※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴

定
　
員
　
15
人

材
料
費　

５
０
０
円

貝
観
察
・
採
集
会

　

貝
の
採
集
の
仕
方
や
標
本
の
作

り
方
を
マ
ス
タ
ー
し
よ
う
！

日
　
時
　
７
月
16
日
（
月
）

　

午
前
10
時
～
午
後
０
時
30
分

場
　
所
　
野
口
港
周
辺
の
海
岸

対
　
象
　
小
学
生
以
上

※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴

定
　
員
　
30
人

参
加
費　

無　

料

☝
各
講
座
共
通
事
項

参
加
方
法　

電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
い
ず
み

（
☎
�
８
９
１
５
）

ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

出水市青年の家　夏の自然まつり

ファミリー・１
ワン

 d
デ イ

ay キャンプ
日
　
時
　
７
月
21
日
（
土
）　

午
後
５
時
～
同
９
時
30
分

場
　
所
　
青
年
の
家

内
　
容
　

◎
親
子
ふ
れ
あ
い
体
験
（
午
後
５
時
～
同
８
時
）

　

☆
木
か
げ
で
読
み
聞
か
せ

　

木
か
げ
で
読
み
聞
か
せ
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
を
親
子
で
楽
し

　

も
う
！

　

☆
ア
ウ
ト
ド
ア
炊
飯

　

飯
ご
う
炊
飯
を
体
験
し
よ
う
！
メ
ニ
ュ
ー
は
「
七
夕
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
」

　

参
加
者
は
ご
は
ん
炊
き
を
し
て
い
た
だ
き
、
カ
レ
ー
は
職
員
が
作
り
ま

　

す
。

◎
夏
の
星
空
観
望
会
（
午
後
８
時
～
同
９
時
30
分
）

　

☆
星
空
コ
ン
サ
ー
ト

　

星
空
の
も
と
、
出
水
商
業
高
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
を
楽
し
も
う
！

　

☆
夏
の
星
座
案
内

　
「
さ
そ
り
座
」
や
「
は
く
ち
ょ
う
座
」
な
ど
、
夏
の
星
座
を
探
し
て
み

　

よ
う
！

　

☆
ス
タ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

　

大
型
望
遠
鏡
で
、
星
や
星
雲
を
見
て
み
よ
う
！

◎
参
加
さ
れ
る
家
族
に
は
、
記
念
品
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

対
　
象
　
小
学
４
年
生
以
下
の
児
童
・
幼
児
が
い
る
家
族

定
　
員
　
先
着
25
組

参
加
料　

カ
レ
ー
材
料
代
１
人
前
２
０
０
円

持
っ
て
く
る
物
　

　

米
（
１
人
前
１
合
）、
軍
手
（
す
べ
り
止
め
が
付
い
て
い
な
い
も
の
）、

　

野
外
炊
飯
が
で
き
る
服
装
、
帽
子
、
タ
オ
ル
、
水
筒
、
虫
よ
け
ス
プ
レ

　

ー
等

申
込
期
間　

７
月
２
日
（
月
）
～
同
17
日
（
火
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
の
で
、
お
申
し
込
み
は
お
早
め
に
！

申
込
方
法　

青
年
の
家
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

青
年
の
家
（
☎
�
２
１
３
５
）

～
こ
の
夏
、
自
然
豊
か
な
青
年
の
家
で
、

　
家
族
の
ふ
れ
あ
い
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
？
～

「夏の星空観望会」は、どなたでも参加できます。
　参加料は無料で、定員はありませんので、お気軽にご参加ください。ただし、高校生以下は保護者同伴に
限ります。
※当日の参加者の安全確認のため、参加される方は７月 17 日（火）までに青年の家に電話でお申し込みくだ
　さい。

【
さ
ぁ　

の
は
ら
へ
い
こ
う　

　
　

青
空
自
主
保
育
の
三
年
間
】

～
鎌
倉
の
里
山
が
育
て
た
子
ど
も

た
ち
の
記
録
映
画
～

日
　
時
　
７
月
29
日
（
日
）

○
午
前
の
部
：
午
前
10
時
～
正
午

　
（
同
９
時
30
分
開
場
）

○
午
後
の
部
：
午
後
２
時
～
同
４

時
（
同
１
時
30
分
開
場
）

場
　
所
　
社
会
福
祉
会
館

対
象
者　

小
学
生
以
上

※
未
就
学
児
は
入
場
不
可
。
託
児

サ
ー
ビ
ス
あ
り
。事
前
予
約
要
。

入
場
料　

２
０
０
円

※
事
前
に
チ
ケ
ッ
ト
の
購
入
が
必

　

要
で
す
。（
当
日
券
販
売
な
し
）

チ
ケ
ッ
ト
販
売
・
託
児
申
込
・
問

い
合
わ
せ
先

出
水
市
社
会
福
祉
協
議
会
本
所

（
☎
�
２
１
４
０
）

出
水
市
社
会
福
祉
協
議
会
高
尾

野
支
所
（
☎
�
４
８
５
０
）

出
水
市
社
会
福
祉
協
議
会
野
田

支
所
（
☎
�
２
０
６
６
）

映
画
上
映

税
務
課
か
ら
の
お
願
い

◎
市
税
は
納
期
内
に
納
め

　

ま
し
ょ
う
。

◎
忘
れ
ず
・
安
心
・
便
利

　

な
『
口
座
振
替
』
を
お

　

す
す
め
し
ま
す
。
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出
水
駅
周
辺
の
地
域
活
性
化
を

目
的
と
し
て
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

を
開
催
し
ま
す
。

　

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
他
に
北

薩
シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
ク
バ
ン
ド
・
野

田
郷
島
津
太
鼓
の
演
奏
、
鉄
道
模

型
の
展
示
・
走
行
・
操
作
体
験
も

平成 24 年度公民館講座（夏休み短期講座）

「やさしく学ぶ出水郷土史」
開催日　　8 月 6 日（月）・13 日（月）・21 日（火）・27 日（月）
開催時間　午後７時～同９時
開催場所　市中央公民館
対　象　　18 歳以上（高校生不可）
定　員　　25 人
受講料　　無　料

「夏休み親子料理講座」
開催日　　8 月 4 日（土）・28 日（火）
開催時刻　午前９時～午後１時
開催場所　働く婦人の家
対　象　　小学１年生以上の児童 1 人と保護者 1 人
受講料　　材料費として 1 回 300 円程度

申込締切日　７月 27 日（金）
申込・問い合わせ先　　市中央公民館（☎６３−２１０６）

☜
各
講
座
共
通
事
項

開
催
場
所

　

働
く
婦
人
の
家

（
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階
）

対
象
者　

女　

性

（
市
内
に
居
住
ま
た
は
市
内
に

勤
務
）

申
込
方
法

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
先

働
く
婦
人
の
家

（
☎
�
２
１
８
５
）

「
ス
ト
レ
ッ
チ
ポ
ー
ル
」
講
座

　

ス
ト
レ
ッ
チ
ポ
ー
ル
と
は
、
円

柱
状
の
ポ
ー
ル
に
寝
転
ぶ
こ
と
で

体
の
ゆ
が
み
を
正
し
、
美
し
い
姿

勢
を
目
指
す
運
動
で
す
。

開
講
日　

７
月
20
日
～
９
月
28
日

（
金
・
全
10
回
）

※
８
月
31
日
は
休
講

開
講
時
間　

午
後
８
時
～
同
10
時

講
　
師　

堤
下　

武　

氏　

（
ス
ポ
ー
ツ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
）　

受
講
料　

無　

料

申
込
締
切
日　

７
月
10
日
（
火
）

働
く
婦
人
の
家
講
座
に
参
加

し
ま
せ
ん
か

「
キ
ッ
チ
ン
ハ
ー
ブ
の
寄
せ
植
え
」

講
座

　

キ
ッ
チ
ン
に
素
敵
な
ハ
ー
ブ
の

寄
せ
植
え
は
い
か
が
で
す
か
。
目

に
も
鮮
や
か
、
料
理
に
も
重
宝
し

ま
す
。

開
講
日　

７
月
19
日
（
木
）

開
講
時
間　

午
後
１
時
30
分
～
同

３
時
30
分

講
　
師　

江
口　

哲
郎　

 

氏

　
（
フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ッ
プ
江
口
）　

受
講
料　

材
料
費
８
０
０
円

申
込
締
切
日　

７
月
10
日
（
火
）

「
リ
ン
パ
マ
ッ
サ
ー
ジ
」
講
座
　

　

リ
ン
パ
液
の
流
れ
を
ス
ム
ー
ズ

に
す
る
マ
ッ
サ
ー
ジ
法
を
学
ん
で

美
容
、健
康
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

開
講
日　

８
月
３
・
10
・
17
・
31
日
、

９
月
７
日
（
金
・
全
５
回
）

開
講
時
間　

午
後
１
時
30
分
～
同

３
時
30
分

講
　
師　

古
賀　

と
わ
え　

氏　

（
リ
ン
パ
ケ
ア
心
笑
）　

受
講
料　

材
料
費
１
０
０
０
円

申
込
締
切
日　

７
月
24
日
（
火
）

出
水
駅
西
口
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

腎教室を開催します
～あなたの腎臓の働き、落ちていませんか？～
　最近、自覚症状がないうちに腎臓機能が低下する、いわゆる『隠
れ腎臓病』が増加していると言われています。
　出水総合医療センターでは、腎臓に関する知識を深めていただ
けるよう、市民の皆さまを対象に「腎教室」を開催します。参加
料無料でどなたでも受講できますので、多数ご参加ください。

※開始時間の 30 分前から受け付けします。
問い合わせ先

　出水総合医療センター人工透析室
　（☎６７−１６１１）

裁
判
所
職
員
採
用
試
験
を

実
施

第
１
時
試
験
日

　

９
月
16
日
（
日
）

受
付
期
間

　

７
月
17
日
（
火
）
～

　

26
日
（
木
）

問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
地
方
裁
判
所

　

事
務
局
総
務
課

　

人
事
第
一
係
（
☎
０
９

　

９
―
８
０
８
―
３
７
０

　

７
）

日　時 場　所 内容および講師
第１回

７月 12 日（木）
午後３時開始 出水総合医療センター

１階ロビー（総合受付前）

① 腎臓の働き（看護師）
② 腎臓病について（医師）
③ 薬物療法（薬剤師）

第２回
７月 26 日（木）
午後３時開始

① 食事療法（栄養士）
② 医療費と保険（医療事務）

予
定
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
皆
さ

ま
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

日
　
時
　
７
月
７
日
（
土
）

　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

※
雨
天
時
中
止

会
　
場　

　

出
水
駅
西
口
多
目
的
広
場

問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
駅
周
辺
施
設
指
定
管
理
者

　
（
株
）
ト
シ
ヒ
ロ
出
水
営
業
所

　
（
☎
�
０
０
７
７
）
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県
で
は
、
今
後
、
県
内
で
早
掘

り
た
け
の
こ
生
産
に
よ
る
竹
林
経

営
を
始
め
よ
う
と
す
る
方
お
よ
び

原
木
し
い
た
け
栽
培
の
経
営
を
始

め
よ
う
と
す
る
方
を
対
象
に
養
成

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

申
込
期
限　

７
月
31
日
（
火
）

申
込
方
法　

北
薩
地
域
振
興
局
林

出水麓武家屋敷を着物で楽しみませんか

　
　公開武家屋敷での琴の演奏、詩吟、舞踊、盆点、散策を
楽しみましょう。
日　時　　７月 21 日（土）午前 10 時～正午
　　　　　　　　　　　　（盆点は午後３時まで）
集合場所　出水市公開武家屋敷「税所邸」
対　象　　和服（浴衣含む）で参加できる 18 歳以上の市 
　　　　　民　※公開武家屋敷内での着付不可。
定　員　　先着 30 人
参加料　　１人 300 円（菓子代含む）
申込締切　７月 14 日（土）
申込・問い合わせ先　サークルあい　森山（☎ 080 − 4278 − 1805）
電子メール　info@nainoken.com

募
　
　
　
集

募
　
　
　
集

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

24
時
間
高
尾
野
ひ
ま
わ
り
駅
伝

実
行
委
員
会
（
高
尾
野
支
所
産

業
建
設
課
内
）

　
（
☎
�
５
４
３
２
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
�

　

１
１
１
５
）

☆
参
加
チ
ー
ム
募
集

開
催
日
　
８
月
25
日
（
土
）
正
午

ス
タ
ー
ト

８
月
26
日
（
日
）
正
午
ゴ
ー
ル

開
催
種
目
　
24
時
間
の
部
・
12
時

間
の
部
・
６
時
間
の
部

参
加
料　

１
チ
ー
ム
何
人
で
編
成

し
て
も
可
。
参
加
１
人
に
つ
き

１
０
０
０
円
。

定
員　

60
チ
ー
ム

申
込
期
限　

７
月
27
日
（
金
）

☆
ス
テ
ー
ジ
部
門
出
演
団
体
募
集

演
技
時
間
帯

　

８
月
25
日
午
後
４
時
～
同
10
時

　

８
月
26
日
午
前
８
時
～
正
午

演
技
時
間

　

１
団
体
20
分
以
内

※
ス
テ
ー
ジ
は
野
外
ス
テ
ー
ジ
で

す
。

※
申
し
込
み
は
先
着
順
と
し
、
予

定
数
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す
。

第
９
回
24
時
間
高
尾
野
ひ
ま

わ
り
駅
伝
大
会

た
け
の
こ
・
か
ご
し
ま
原
木

し
い
た
け
生
産
者
養
成
講
座

の
受
講
生
を
募
集

務
水
産
課 

出
水
市
駐
在
、
本

庁
農
林
水
産
課
、
各
支
所
に
備

え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
直
接
、
県
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

県
北
薩
地
域
振
興
局
林
務
水
産

課
出
水
市
駐
在

（
☎
�
５
９
１
５
）

本
庁
農
林
水
産
課

（
☎
�
４
０
５
７
）

　

地
元
産
の
肉
（
牛
、
豚
、
鶏
）

を
食
材
に
し
た
フ
ェ
ア
料
理
を
各

参
加
店
舗
で
販
売
し
、
こ
の
料
理

を
食
し
た
方
を
対
象
に
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
を
実
施
し
ま
す
。

開
催
期
間　

10
月
６
日
（
土
）
～

　

12
月
２
日
（
日
）

参
加
条
件
　

　

北
薩
摩
５
市
町
内
に
店
舗
を
構

　

え
、
地
元
産
の
肉
（
牛
、
豚
、

　

鶏
）
を
食
材
に
し
た
フ
ェ
ア
料

　

理
を
提
供
で
き
る
店
舗

参
加
料　

５
千
円

募
集
締
切
　
７
月
31
日
（
火
）

問
い
合
わ
せ
先

　

県
北
薩
地
域
振
興
局
農
林
水
産

　

総
務
課

（
☎
０
９
９
６
―
２
５
―
５
５

０
３
）

わんぱくトライアル参加者募集
～この夏、いざ！冒険へ !! ～

実施期間 ８月７日（火）～９日（木）　２泊３日

内　　 容
野外冒険活動、野外炊飯、市民の森ハイク、星座観察、キャンプ、記
念品作成等

対 象 者

小学生
市内居住の４年生から６年生までの児童

（保護者が市内出身者または市内に親
戚がいる児童も参加できます。）

中学生
ジュニア・リーダー養成研修
会を受講したことがある市内
居住の中学生

定 　 員
35人

（応募者多数の場合は、抽選とします。）

10人
（応募者多数の場合は、抽選
とします。）

参 加 料 3,500円（食費、活動材料費等） 2,000円（食費、活動材料費等）

申込期間 ７月２日（月）～９日（月）

申込・問い
合 わ せ 先

青年の家
（☎６３―２１３５）

出水市子ども会育成連絡協議
会事務局

（市中央公民館内生涯学習課）
（☎６３−２２００）

平
成
24
年
度
県
境
交
流
事
業

（
料
理
対
決
）
参
加
店
舗
募
集

サークルあい 検索 ➡
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　市が高尾野町柴引に建て替えを進めている麓団地の２期工事分が９月に完成しますので、入居者を募集
します。

募集予定戸数　
　２ＤＫ・・・８戸　３ＬＤＫ・・・12 戸

住宅の概要　（耐火２階構造）

　　

家賃等
　家賃は、入居者の収入に応じて設定され、駐車場使用料は月額 800 円

申込資格　　
①現に同居し、または同居しようとする親族があること（２ＤＫは単身者でも可）。
②収入が法令で定められた基準以下であること。
③現に住宅に困窮していることが明らかなこと。
④市税を滞納していないこと。
⑤暴力団員でないこと。

申込受付期間　
　7 月 2 日（月）～ 24 日（火）　※土・日・祝日を除く

申込方法　
　所定の申込書（本庁都市計画課、高尾野支所産業建設
　課および野田支所産業建設課にあり、随時配布します。）
　に必要事項を記入の上、都市計画課に提出してください。

入居者決定方法  　公開抽選

申込・問い合わせ先　本庁都市計画課住宅係（☎ 63 − 4066）

    

　

親
子
で
療
養
所
訪
問
を
希
望
さ

れ
る
方
々
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

鹿
児
島
県
内
に
は
、
２
カ
所
の

ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
が
あ
り
ま

す
。

　

ハ
ン
セ
ン
病
は
治
っ
て
い
る
に

も
関
わ
ら
ず
、
い
ま
も
な
お
、
多

く
の
方
々
が
療
養
所
で
の
生
活
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
平

均
年
齢
は
82
歳
を
超
え
て
い
ま

す
。

　

入
所
者
の
方
々
と
の
交
流
は
、

長
い
間
の
誤
っ
た
隔
離
政
策
に
よ

る
人
権
侵
害
の
体
験
談
か
ら
、
偏

見
・
差
別
の
な
い
社
会
の
大
切
さ

や
生
き
方
を
学
ぶ
貴
重
な
機
会
で

す
。

訪
問
日
程
等

◎
星
塚
敬
愛
園
（
鹿
屋
市
）

実
施
日　

８
月
９
日
（
木
）

募
集
対
象　

小
・
中
学
生
、
高
校

生
と
そ
の
保
護
者
等
（
40
組
程

度
）

申
込
締
切
日　

７
月
17
日
（
火
）

◎
奄
美
和
光
園
（
奄
美
市
）

実
施
日　

８
月
22
日
（
水
）

募
集
対
象　

小
・
中
学
生
、
高
校

生
と
そ
の
保
護
者
等
（
10
組
程

度
） 

申
込
締
切
日　

８
月
３
日
（
金
） 

申
込
方
法

ハ
ガ
キ
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
に
、
訪
問

施
設
名
、
住
所
、
全
員
の
氏
名
、

年
齢
、　

性
別
、
職
業
（
ま
た

は
学
年
）、
電
話
番
号
、
今
ま

で
の
参
加
経
験
の
有
無
を
記
入

ま
た
は
連
絡
し
て
、
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。    

※
親
子
で
の
参
加
を
優
先
し
、
入

所
者
と
の
交
流
が
図
り
や
す
い

よ
う
に
、
星
塚
敬
愛
園
は
先
着

１
３
０
人
、
奄
美
和
光
園
は
先

着
30
人
で
す
。

※
現
地
集
合
、解
散
も
可
能
で
す
。

※
参
加
料
は
無
料
で
す
が
、
昼
食

は
各
自
で
ご
準
備
く
だ
さ
い
。    

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先                                      

　

〒
８
９
０
―
８
５
７
７        

鹿
児
島
市
鴨
池
新
町
10
―
１

　

県
庁
保
健
福
祉
部
健
康
増
進
課      

ハ
ン
セ
ン
病
担
当   

（
☎
０
９
９
―
２
８
６
―
２
７

２
０
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
９
―
２
８

６
―
５
５
５
６
）    

　

kansensy@
pref. kagoshim

a.lg.jp

麓団地の入居者を募集　　　　　入居開始予定日は 10 月１日

親
子
で
療
養
所
を
訪
ね
て
み
ま

せ
ん
か

環境美化メッセージ

「混ぜればごみ　

　　　　　　分ければ資源」

資源ごみリサイクルにご

協力をお願いします。

住戸タイプ 面積 家賃 募集戸数

２ＤＫ
（８畳・洋・ＤＫ） 58.9㎡ 20,700 円～ 30,800 円 ８戸（１階３戸、２階５戸）

３ＬＤＫ
（６畳・洋・洋・ＬＤＫ） 73.3㎡ 25,700 円～ 38,300 円 12 戸（１階６戸、２階６戸）
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中
・
高
校
生
、
一
般
を
対
象
に

木
工
・
建
築
大
工
の
体
験
入
校
生

を
募
集
し
ま
す
。

期
　
日　

７
月
24
日
（
火
）

　

午
前
９
時
～
午
後
０
時
30
分

対
　
象
　
中
学
生
、
高
校
生
、
一

般（
お
お
む
ね
30
歳
ま
で
の
方
）

募
集
人
員　

先
着
30
人

参
加
費　

傷
害
保
険
１
０
０
円
程
度

申
込
期
限　

７
月
19
日
（
木
）

申
込
方
法

県
内
の
各
中
学
・
高
等
学
校
、

職
業
安
定
所
、
同
校
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
あ
り
ま
す
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
中
・
高

校
生
は
学
校
を
通
じ
て
、
事
前

に
同
校
に
確
認
し
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

○
作
品
は
お
持
ち
帰
り
で
き
ま
す
。

○
作
業
の
で
き
る
服
装
で
上
履
き

シ
ュ
ー
ズ
持
参
、
引
率
者
の
教

職
員
、
保
護
者
の
方
も
見
学
で

き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校

（
☎
０
９
９
６
―
５
３
―
０
２

０
７
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
９
６
―

５
３
―
０
９
９
３
）

県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門

校
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の

開
催

お 

知 

ら 

せ

お 

知 

ら 

せ

　市では、65 歳以上で、次の要件すべてに該当する方の介護保険料を減免します。
◎世帯全員が、市民税非課税（介護保険料が第２段階）であること
◎世帯全員の収入合計金額が 40 万円（世帯人員が１人増すごとに 40 万円を加える）以下である
　こと
◎市民税が課税されている人に扶養されていないこと。また、市民税が課税されている人と生計を
　ともにしていないこと
◎同一生計世帯員の現金、預貯金の合計が 120 万円（世帯人員が１人増すごとに 40 万円を加える）
　を超えないこと
◎有価証券等処分できる資産を持っていないこと
減免する額　　第２段階の保険料を第１段階相当額に減額します。　
　　　　　　　※（減免前）３万 1,200 円　→　（減免後）２万 8,080 円
申請期限　　　７月 31 日（火）
申請方法　　　本庁税務課に備え付けの申請書に必要事項を記入の上、医療保険証、印鑑、収入が
　　　　　　　わかるもの（年金払込通知書、源泉徴収票、確定申告書の写し等）、預金通帳の写
　　　　　　　しを添えて提出してください。
※虚偽の申請を行った場合は、出水市介護保険条例第 21 条により過料の対象となります。
問い合わせ先　本庁税務課課税係（☎６３−４０３１）

介護保険料を減免　

第
62
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　
　
　
　
　
　

７
月
は
強
調
月
間

～
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
～

行
動
目
標

◎
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
た
ち
の
立
ち
直
り
を
支
え
よ
う

◎
犯
罪
や
非
行
に
陥
ら
な
い
よ
う
地
域
社
会
で
支
え
よ
う

◎
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
、
地
域
社
会
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
協
力
し

よ
う

重
要
事
項

「
立
ち
直
り
を
支
え
る
取
組
に
つ
い
て
の
理
解
促
進
」

「
就
労
・
住
居
等
の
生
活
基
盤
づ
く
り
に
つ
な
が
る
取
組
の
促
進
」

強
調
月
間
の
取
り
組
み

７
月
１
日
（
日
）
午
後
３
時　

　

市
内
ス
ー
パ
ー
で
黄
色
い
羽
根
配
布
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

７
月
２
日
（
月
）

　

午
前
９
時
30
分     

市
長
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達

　

午
前
10
時　
　

     

広
報
車
に
よ
る
市
内
一
円
広
報
活
動

　

午
後
１
時
30
分     

社
会
福
祉
会
館
で
ミ
ニ
集
会
を
開
催

　

先
の
大
戦
に
お
い
て
、
外
地
等

（
事
変
地
の
区
域
ま
た
は
戦
地
の

区
域
）
に
派
遣
さ
れ
戦
時
衛
生
勤

務
に
従
事
さ
れ
た
旧
日
本
赤
十
字

社
救
護
看
護
婦
お
よ
び
旧
陸
海
軍

従
軍
看
護
婦
の
方
（
慰
労
給
付
金

受
給
者
は
除
く
）
に
対
し
て
、
そ

の
ご
苦
労
に
報
い
る
た
め
内
閣
総

理
大
臣
名
の
書
状
を
贈
呈
し
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
省
大
臣
官
房
総
務
課
管
理

内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
を

贈
呈
し
ま
す

室
（
☎
０
３
―
５
２
５
３
―

５
１
８
２
）

国
家
公
務
員
採
用
試
験
を

実
施

第
１
次
試
験
日

　

９
月
９
日
（
日
）

受
付
期
間

　

６
月
26
日
（
火
）
～

　

７
月
10
日
（
火
）

問
い
合
わ
せ
先

　

人
事
院
九
州
事
務
局

　
（
☎
０
９
２
―
４
３
１

　

７
７
３
３
）
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遺
族
の
方
が
年
金
と
し
て
受
給
す

る
生
命
保
険
金
の
う
ち
、
相
続
税
の

課
税
対
象
と
な
っ
た
部
分
に
つ
い
て

は
、
所
得
税
の
課
税
対
象
と
な
ら
な

い
と
す
る
最
高
裁
判
所
の
判
決
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な

相
続
等
に
係
る
生
命
保
険
契
約
等
に

基
づ
く
年
金
（
保
険
年
金
と
い
い

ま
す
。）
の
税
務
上
の
取
り
扱
い
を

改
め
、
住
民
税
・
国
保
税
が
納
め
過

ぎ
と
な
っ
て
い
る
方
に
つ
き
ま
し
て

は
、
申
告
に
基
づ
き
、
地
方
税
法
で

還
付
可
能
な
過
去
５
年
以
内
の
各
年

度
分
を
還
付
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
地
方
税
法
で
還
付
可

能
な
過
去
５
年
を
経
過
し
た
、
平
成

13
年
度
（
平
成
12
年
分
所
得
）
以
後

の
分
に
つ
い
て
も
、
納
め
過
ぎ
と
な

っ
て
い
る
住
民
税
・
国
保
税
相
当
額

を
特
別
返
還
金
と
し
て
支
給
す
る
制

度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
対
象
と
な
る
方
は
、
期

間
内
に
税
務
課
に
請
求
手
続
き
を
し

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

対
象
と
な
る
方

　

平
成
13
年
度（
平
成
12
年
分
所
得
）

以
後
の
各
年
度
に
お
い
て
、
生
命
保

険
契
約
等
に
基
づ
く
保
険
年
金
を
受

給
し
て
い
た
方
で
、
そ
の
所
得
に
対

す
る
住
民
税
・
国
保
税
を
出
水
市
に

納
税
さ
れ
て
い
た
方
。

保
険
年
金
に
係
る
出
水
市
個
人
住
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
特
別
返
還
金
の
支
給

スマートフォンで市ホームページが見られます
【QR コード】

　iPhone、Android 端末に対応したスマー
トフォン用サイトを開設しました。
　従来のパソコン用サイトの観光情報・市
からのお知らせ等を中心とした情報をスマ
ートフォンでご覧いただけるようになりま
した。
　スマートフォンで左の QR コードを読ま
せていただくことで利用できます。

　

　法律改正に伴うシステム改修のため、上記の期間
市内すべての自動交付機で住民票等の各種証明書が
発行できません。ご迷惑をおかけしますが、ご理解
のほどよろしくお願いします。
問い合わせ先

　本庁市民生活課住民年金係
　（☎６３−４０３８）
　高尾野支所市民福祉課市民生活
　グループ（☎８２−５４１６）
　野田支所市民福祉課市民生活
　グループ（☎８４−４８１３）

自動交付機による住民票等の発行ができません。

７月７日（土）～ 11 日（水）

サマージャンボ宝くじの賞金は
１等・前後賞合わせて５億円！！

　今年も「サマージャンボ宝くじ」（市町村振興宝くじ）が、
全国の宝くじ売り場で発売されます（１枚 300 円）。
　この宝くじの収益金は、市町村の明るく住みよい街づく
りに使われます。

発売期間　７月９日（月）～ 27 日（金）
抽せん日　８月７日（火）
当せん金　　　
１等　　　　　４億円× 26 本
１等前後賞　　5,000 万円× 52 本
１等組違い賞　10 万円× 2,574 本
２等　　　　　500 万円× 52 本
３等　　　　　100 万円× 2,600 本

「2,000 万サマー」宝くじも「サマージャンボ宝くじ」と同
時販売されます（１枚 300 円　１等 2,000 万円× 450 本）。

　

具
体
的
に
は
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方
で
、
保
険
契
約
等

に
係
る
保
険
料
等
の
負
担
者
で
な

い
方
で
す
。

◎
死
亡
保
険
金
を
年
金
形
式
で
受

給
し
て
い
た
方
（
年
金
型
保
険
）

◎
学
資
保
険
の
保
険
契
約
者
が
亡

く
な
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
養
育

年
金
を
受
給
し
て
い
た
方
（
学
資

保
険
）

◎
個
人
年
金
保
険
契
約
に
基
づ
く

年
金
を
受
給
し
て
い
た
方
（
個
人

年
金
保
険
） 

 

受
付
期
限
　 
平
成
25
年
３
月
29
日

受
付
場
所 　

本
庁
税
務
課
課
税
係

必
要
書
類

・
出
水
市
個
人
の
住
民
税
特
別
返
還

金
請
求
書

・
出
水
市
国
民
健
康
保
険
税
特
別
返

還
金
請
求
書

・
所
得
税
の
各
年
分
の
特
別
還
付
金

の
支
給
決
定
等
通
知
書（
写
）

・
所
得
税
の
各
年
分
の
特
別
還
付
金
の

額
の
計
算
に
関
す
る
明
細
書（
写
）

・
保
険
年
金
の
契
約
書
等
の
写
し

・
保
険
会
社
等
か
ら
の
年
金
支
払
通

知
書
の
写
し

　

詳
し
く
は
税
務
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
対
象
者
に
は
、

手
続
き
に
必
要
な
書
類
な
ど
を
送

付
し
ま
す
。
な
お
、
所
得
税
の
特

別
還
付
金
を
受
給
し
た
場
合
で
あ

問い合わせ先
　本庁企画政策課情報システム係
　（☎６３ー４０３５）

っ
て
も
、
住
民
税
・
国
保
税
の
課
税
状
況

に
よ
っ
て
は
こ
の
特
別
還
付
金
が
発
生
し

な
い
（
支
給
さ
れ
な
い
）
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　

ま
た
、
通
常
の
過
去
５
年
以
内
の
各
年

分
の
住
民
税
・
国
保
税
の
還
付
手
続
き
は

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
税
務
課
課
税
係

　
（
☎
�
４
０
３
１
）
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さあ！みんなで特定健診を受診しよう！

　　　　　対象者：出水市国民健康保険被保険者で 40 歳～ 74 歳の方
　７月 17 日～９月 26 日のうち 39 日間で各健診会場において特定健診の集団健診を実施します。がん検診
と同時に受診できますので、この機会にぜひ受診してください。
　対象者には、受診券等を随時お届けしますので、詳しい日程等は送付される案内文書をご覧ください。

　特定健診は保険者に義務付けられた健診で、目標健診受診率を定めていま
す（平成 24 年度健診受診率目標 65％）。受診者が少なく目標受診率を達成
できない場合は、出水市国保が後期高齢者医療に支出しなければならない高
齢者支援金が増額になり、将来的に皆さまに負担していただいている国民健
康保険税が増額になるかもしれません（平成 22 年度目標受診率 45％に対し
て受診率 30.8％）。
　健診を受けて自分が本当に健康であるか、生活習慣病の危険性がないか、ぜひこの機会に受診され、自
分の健康状態を確認されますようお願いします。
問い合わせ先　本庁健康増進課健康保険係（☎６３−４０４１）

　

皆
さ
ん
が
お
住
ま
い
の
地
域
に

保
健
推
進
員
と
い
う
方
が
い
る
こ

と
を
ご
存
知
で
す
か
？

　

出
水
市
で
は
、
市
民
の
立
場
で

保
健
問
題
を
考
え
、
保
健
セ
ン
タ

ー
と
皆
さ
ん
を
つ
な
ぐ
役
割
を
し

て
く
だ
さ
る
方
が
い
る
こ
と
で
、

少
し
で
も
早
く
、
よ
り
多
く
の
保

健
活
動
を
地
域
全
体
に
行
き
渡
せ

る
よ
う
に
、
保
健
推
進
員
を
委
嘱

し
て
い
ま
す
。
保
健
推
進
員
は
、

原
則
自
治
会
ご
と
に
１
人
配
置
し

て
い
ま
す
。

活
動
内
容

○
子
育
て
支
援
に
関
す
る
必
要
な

情
報
提
供
の
た
め
、
生
後
１
～

２
か
月
の
子
ど
も
の
い
る
家
庭

へ
の
訪
問

○
乳
幼
児
健
診
の
案
内
通
知
の
配

布
や
健
診
当
日
の
補
助

○
が
ん
検
診
や
健
康
ま
つ
り
の
手

伝
い

○
活
動
に
必
要
な
学
習
の
た
め
、

２
カ
月
に
１
回
の
研
修
会
へ
の

参
加

　

こ
の
よ
う
な
活
動
の
中
で
、
市

民
が
健
康
で
明
る
い
生
活
を
送
れ

る
よ
う
、
地
域
に
お
け
る
健
康
問

題
や
育
児
の
悩
み
を
抱
え
て
い
る

方
等
の
発
見
、
問
題
解
決
に
努
め

て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
（
☎
�
２
１
４
３
）

保
健
推
進
員
の
紹
介

　

社
団
法
人
鹿
児
島
県
猟
友
会
で

は
、
県
の
委
託
を
受
け
て
、
鳥
獣

に
よ
る
農
作
物
被
害
の
防
止
・
軽

減
を
図
る
た
め
、
で
き
る
だ
け
多

く
の
農
業
者
の
方
々
が
自
ら
鳥
獣

捕
獲
を
適
切
に
実
施
で
き
る
よ
う

支
援
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、

こ
の
う
ち
、
わ
な
猟
免
許
取
得
希

望
者
に
対
し
、
免
許
取
得
に
向
け

た
講
習
会
受
講
料
の
一
部
助
成
を

行
い
ま
す
。

助
成
対
象
者
　

鳥
獣
に
よ
る
被
害
を
受
け
て
い

る
農
業
者
や
集
落
の
代
表
、
農

業
法
人
の
従
業
員
な
ど
。

※
助
成
を
受
け
る
た
め
に
は
、
申

込
時
に
市
町
村
の
証
明
が
必
要

で
あ
り
、
ま
た
免
許
取
得
後
の

猟
友
会
加
入
が
条
件
で
す
。
申

請
書
類
は
、
本
庁
農
林
水
産
課

ま
た
は
高
尾
野
・
野
田
各
支
所

産
業
建
設
課
に
備
え
て
あ
り
ま

す
。

　

わ
な
猟
免
許
は
、
箱
わ
な
等
の

猟
具
を
用
い
て
鳥
獣
を
捕
獲
す
る

際
に
必
要
な
免
許
で
、
狩
猟
免
許

試
験
（
有
料
）
に
合
格
し
て
取
得

し
、
有
効
期
間
は
３
年
間
で
す
。

実
際
に
狩
猟
（
捕
獲
）
を
行
う
に

は
、こ
の
ほ
か
に
狩
猟
者
登
録（
有

料
）
や
狩
猟
税
の
納
付
な
ど
が
県

に
対
し
毎
年
必
要
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、捕
獲
可
能
な
期
間
は
原
則
、

狩
猟
期
間
（
毎
年
11
月
15
日
か
ら

翌
年
２
月
15
日
ま
で
、
イ
ノ
シ
シ

お
よ
び
シ
カ
は
３
月
15
日
ま
で
）

と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
24
年
度
の
狩
猟
免

許
試
験
は
７
月
29
日
（
日
）
午
前

９
時
か
ら
県
北
薩
地
域
振
興
局
出

水
庁
舎
と
、
９
月
２
日　
（
日
）

午
前
９
時
か
ら
県
北
薩
地
域
振
興

局
本
庁
舎
（
薩
摩
川
内
市
）
で
行

わ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

社
団
法
人
鹿
児
島
県
猟
友
会　

　
（
☎
０
９
９
―
２
２
２
―
９
４

　

４
９
）

　

同
出
水
支
部
（
☎
�
５
９
１
５

　

毎
週
火
曜
日
の
み
）

　

県
北
薩
地
域
振
興
局
林
務
水
産

　

課
林
務
係
（
☎
０
９
９
６
―
２

　

５
―
５
５
０
９
）

鳥
獣
被
害
防
止
捕
獲
促
進
事
業

寿
屋
の
商
品
券
を
お
持
ち
の
方
へ

　

旧
株
式
会
社
壽
屋
（
寿
屋
）
が
発
行
し
た
商
品
券
に
つ
い
て
、
資

金
決
済
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
発
行
保
証
金
の
還
付
手
続
き
を

行
い
ま
す
。
当
商
品
券
を
お
持
ち
の
方
は
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
　

九
州
財
務
局
理
財
部
金
融
監
督
第
三
課

　
　
（
☎
０
９
６
―
３
５
３
―
６
３
５
１
）

集団健診のお知らせ
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特
ダ
ネ
！
　
キ
ャ
ッ
チ
＆
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

　

今
回
、
お
も
し
ろ
い
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
企
業
が
あ
る
と
の
情
報
を
キ
ャ
ッ
チ
し
現
場
を
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
デ
ス
ク
に
飛
び
込
ん
で
き
た
情
報
と
は
、『
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
が
野
菜
、
果
物
の
成
長
を
手
助
け
し
て
い

る
』
と
い
う
も
の
。

　

昨
今
の
省
エ
ネ
ブ
ー
ム
を
受
け
、
需
要
が
伸
び
て
い
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
と
、
毎
日
食
卓
に
あ
が
る
野
菜
や

果
物
⁉
一
見
な
ん
の
関
係
も
な
さ
そ
う
に
見
え
る
両
者
。
し
か
し
、
株
式
会
社
イ
ー
エ
ム
エ
フ
で
は
そ
の

両
者
を
う
ま
く
結
び
つ
け
よ
う
と
取
り
組
ん
で
い
る
と
い
う
の
で
す
。
早
速
、
取
材
に
出
か
け
ま
し
た
。

　

工
場
長
の
大
毛
さ
ん
に
ま
ず
案
内
さ
れ
た
の
は
15
㎡
足
ら
ず
の
小
さ
な
建
物
。
そ
こ
に
は
ト
マ
ト
、
メ

ロ
ン
、
カ
ボ
チ
ャ
な
ど
20
種
類
以
上
の
野
菜
、
果
物
の
苗
が
整
然
と
並
べ
ら
れ
、
噂
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
が
そ

れ
ら
を
こ
う
こ
う
と
照
ら
し
て
い
ま
し
た
。
電
照
菊
な
ど
は
各
地
で
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
が
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
菜
、
果
物
の
苗
を
育
て
て
い
る
場
所
は
県
内
で
は
こ
こ
だ
け
だ
そ
う
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
を
使
う
こ
と
で
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
蛍
光
灯
よ
り
省
エ
ネ
で
低
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ス
ト
、
成
長
も
早
い
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
た
、
室
内
で
苗
を
育
て
る
こ
と
に
よ
り
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
は
難
し
い
温

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

度
調
節
も
可
能
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

イ
ー
エ
ム
エ
フ
で
は
以
前
か
ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
を
な
に
か
農
業
に
生
か
せ
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
と
考
え
、
本
年
３
月
か
ら
こ
の
取
り
組
み
に
着
手
し
ま
し
た
。

　

小
さ
な
建
物
で
１
カ
月
ほ
ど
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
を
浴
び
た
苗
は
、
別
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
や
屋
外
の
畑
に
植

え
ら
れ
ま
す
。
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
に
移
動
す
る
と
大
き
く
葉
を
広
げ
た

カ
ボ
チ
ャ
な
ど
が
育
っ
て
い
ま
し
た
。
６
月
に
は
初
収
穫
を
迎
え
る
そ

う
で
、
そ
の
結
果
次
第
で
は
一
般
へ
の
普
及
も
図
り
、
事
業
拡
大
も
視

野
に
入
れ
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
す
。

　

野
菜
や
果
物
の
安
定
的
な
供
給
、
農
業
の
省
エ
ネ
に
向
け
、
新
た
な

風
が
こ
こ
か
ら
吹
き
始
め
る
の
で
は
な
い
か
と
今
後
が
非
常
に
楽
し
み

な
取
り
組
み
の
情
報
で
し
た
。

温度調整された小屋の中で、
ＬＥＤ照明の光を浴びる苗

800㎡のビニールハウスと 60㎡
の畑で生産

72

健
診
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

　
　
10
年
後
の
自
分
の
為
に

　

本
市
で
は
、男
性
が
、糖
尿
病
、

脳
血
管
疾
患
、
女
性
が
、
急
性

心
筋
梗
塞
、
脳
血
管
疾
患
で
多

く
亡
く
な
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
動
脈
硬
化
と
関
係

が
深
い
病
気
で
す
。

　

食
べ
過
ぎ
や
運
動
不
足
等
の

不
健
康
な
生
活
を
送
っ
て
い
る

う
ち
に
内
臓
の
ま
わ
り
に
脂
肪

が
た
ま
っ
て
し
ま
い
、
こ
の
脂

肪
細
胞
か
ら
悪
玉
物
質
が
分
泌

さ
れ
、
血
圧
を
上
げ
た
り
、
血

糖
値
を
上
げ
た
り
し
て
、
高
血

圧
や
脂
質
異
常
症
、
糖
尿
病
等

の
生
活
習
慣
病
を
引
き
起
こ
し
、

動
脈
硬
化
が
ど
ん
ど
ん
進
ん
で

し
ま
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま

す
（
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ

ー
ム
）。

　

県
が
ま
と
め
た
平
成
23
年
度

の
特
定
健
診
等
デ
ー
タ
の
結
果

を
見
て
み
る
と
、
男
性
は
、
高

血
糖
、
脂
質
異
常
の
割
合
が
高

く
、
女
性
は
、
高
血
圧
の
割
合

が
高
い
状
況
で
す
。
年
代
別
で

は
、
40
歳
代
で
脂
質
異
常
、
50

歳
代
で
高
血
糖
異
常
が
多
く
、

年
代
が
上
が
る
に
つ
れ
、
重
複

し
て
リ
ス
ク
を
持
っ
て
い
る
人

が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
や
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
は
、
自
覚
症

状
が
な
い
う
ち
に
進
行
し
ま
す
。

目
に
見
え
な
い
体
の
異
常
は
、

検
査
値
の
数
値
か
ら
発
見
で
き

ま
す
。
今
の
う
ち
に
異
常
に
気

づ
き
、
生
活
習
慣
を
改
善
す
る

こ
と
で
、
将
来
、
治
療
に
か
か

る
お
金
や
時
間
を
節
約
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
７
月
17
日
か
ら

特
定
健
診
お
よ
び
が
ん
検
診

（
肺
、
胃
、
大
腸
、
前
立
腺
、
腹

部
超
音
波
等
）
が
始
ま
り
ま
す
。

あ
な
た
の
健
康
状
態
を
知
る
為

に
、
ぜ
ひ
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。
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最
近
の
詐
欺
行
為
に
つ
い
て
い

く
つ
か
ご
紹
介
し
ま
す
。

①
オ
レ
オ
レ
詐
欺

親
族
な
ど
を
装
い
、
借
金
や
交

通
事
故
の
示
談
金
が
必
要
と
泣

き
つ
き
、
お
金
を
だ
ま
し
取
る

詐
欺
行
為
で
す
。
最
近
で
は
、

詐
欺
行
為
の
事
前
に「
電
話
番

号
が
変
わ
っ
た
」と
い
う
電
話

で
電
話
登
録
を
変
更
さ
せ
、
だ

ま
す
手
口
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。

②
義
援
金
詐
欺

大
震
災
に
便
乗
し
、
市
役
所
職

員
や
実
在
の
団
体
を
装
う
な
ど

し
て
電
話
や
訪
問
等
に
よ
り
、

義
援
金
名
目
で
現
金
を
だ
ま
し

取
る
手
口
で
す
。

③
振
り
込
ま
せ
な
い
詐
欺

警
察
官
や
金
融
機
関
を
か
た

り
、
電
話
や
訪
問
で
暗
証
番
号

を
聞
き
出
し
て
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
を
だ
ま
し
取
る
、
最
近

最
も
増
加
し
て
い
る
詐
欺
行
為

で
す
。

手
口
と
し
て
は
、「
振
り
込
め

詐
欺
の
集
団
を
逮
捕
し
た
が
、

あ
な
た
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

が
偽
造
さ
れ
て
い
る
の
が
判
明

し
た
。
今
か
ら
警
察
職
員
を
自

宅
に
訪
問
さ
せ
る
の
で
、
キ
ャ

ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
預
け
て
欲
し

い
」な
ど
と
い
う
も
の
で
す
。

　

他
に
も
、「
還
付
金
返
還
詐
欺
」

や「
架
空
請
求
詐
欺
」な
ど
が
あ
り

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
詐
欺
行
為
に
だ
ま
さ

れ
な
い
よ
う
に
次
の
こ
と
を
行
い

ま
し
ょ
う
。

・
慌
て
ず
誰
か
に
相
談
す
る
。

・
電
話
の
際
の
合
言
葉
や
キ
ー
ワ

ー
ド
を
決
め
て
お
く
。

・
身
分
証
の
提
示
を
求
め
る
。

・
名
乗
っ
た
人
物
を
市
役
所
や
警

察
・
団
体
に
問
い
合
わ
せ
る
。

　

契
約
ト
ラ
ブ
ル
や
多
重
債
務
等

で
お
悩
み
の
方
は
、
出
水
市
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー（
☎
�
６
２
０
３
）

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
最
近
の
詐
欺
行
為
に
つ
い
て

【消費生活相談員の相談日時と場所】
○月・火・木・金曜日

午前９時30分～午後４時
（正午から午後１時までを除く）
本庁市民生活課内（☎63−6203）

○水曜日
午前９時30分～正午
野田支所市民福祉課内（☎63−2111 内線741）

○水曜日
午後１時30分～同４時
高尾野支所市民福祉課内（☎63−2111 内線453）

【
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
制
度
】

　

経
済
的
な
理
由
等
で
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
に
は
、
申
請
を
し
て
承
認

さ
れ
る
と
、
保
険
料
の
納
付
が
免

除
・
猶
予
と
な
る「
保
険
料
免
除

制
度
」や「
若
年
者（
30
歳
未
満
）納

付
猶
予
制
度
」が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
の
免
除
や
猶
予
を
受
け

ず
保
険
料
が
納
め
忘
れ
の
状
態
で
、

万
一
、
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不

慮
の
事
態
が
発
生
す
る
と
、
障
害

基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
が
受

け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
免
除
の
種
類
】

　

申
請
免
除
制
度
に
は
、
保
険
料

の
全
額
が
免
除
さ
れ
る「
全
額
免

除
」と
、
保
険
料
の
一
部
を
納
付

し
、
残
り
の
保
険
料
が
免
除
さ
れ

る「
一
部
免
除
」が
あ
り
ま
す
。

　

本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の
前

年
の
所
得
が
一
定
以
下
の
場
合
に
、

全
額
免
除
ま
た
は
一
部
免
除
が
承

認
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
30
歳
未
満
の
方
で
、
本

人
・
配
偶
者
の
所
得
が
一
定
額
以

下
で
あ
れ
ば
、
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
さ
れ
る「
若
年
者
納
付
猶
予

（
30
歳
未
満
が
対
象
）」が
あ
り
ま

す
。

【
特
例
免
除
制
度
】

　

天
災
に
よ
り
損
害
を
受
け
た
場

合
や
、
退
職（
失
業
）を
理
由
と
し

た
特
例
免
除
制
度
も
あ
り
ま
す
。

失
業
に
よ
る
特
例
免
除
は
、
申
請

す
る
年
度
ま
た
は
前
年
度
に
お
い

て
退
職（
失
業
）の
事
実
が
あ
る
場

合
に
対
象
と
な
り
、
失
業
さ
れ
た

方
の
所
得
を
除
外
し
て
免
除
の
審

査
を
行
い
ま
す
。
申
請
の
際
は
、

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
ま
た
は

雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
等
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

【
継
続
審
査
希
望
の
方
】

　

平
成
23
年
度
に
全
額
免
除
ま
た

は
若
年
者
納
付
猶
予
の
承
認
を
受

け
た
方（
失
業
等
を
理
由
と
し
た

特
例
免
除
承
認
の
方
を
除
く
）で

継
続
審
査
を
希
望
さ
れ
た
方
は
、

申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

《
平
成
23
年
度
の
免
除
申
請
の
受

け
付
け
は
７
月
末
ま
で
で
す
》

　

平
成
23
年
７
月
か
ら
平
成
24

年
６
月
ま
で
の
国
民
年
金
保
険

料
が
未
納
の
方
で
、
免
除
申
請

を
希
望
さ
れ
る
方
は
７
月
末
ま

で
に
手
続
き
を
済
ま
せ
て
く
だ

さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

　

●
印
鑑（
本
人
の
場
合
は
不
要
）

　

●
失
業
等
の
場
合
は
、

　

・
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票

　

・
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
等

●
転
入
に
よ
り
出
水
市
で
所
得

額
が
把
握
で
き
な
い
場
合

　

・
所
得
証
明
書

問
い
合
わ
せ
・
手
続
き
先

　

▽
本
庁
市
民
生
活
課
住
民
年
金

　
　

係

　

▽
高
尾
野
支
所
市
民
福
祉
課

　

▽
野
田
支
所
市
民
福
祉
課

　
　
（
☎
�
２
１
１
１
）

開 催 日　　８月16日（木）
開催時間

　午前９時40分～正午
　午後１時～同３時40分
開催場所　　
　野田支所　別館大会議室
内　　容

　国民年金・厚生年金の手続き等
相 談 員　　川内年金事務所職員
予約受付期間

７月20日（金）～８月９日（木）
（土日祝日を除く

午前８時30分～午後５時）
予約申込先

　野田支所市民福祉課市民生活　
　グループ（☎84－4813）
※７月19日開催の年金相談については
広報いずみ６月号をご覧ください。

出水地区年金相談所を開設
（完全予約制）

平
成
24
年
度
の
免
除
申
請
の
受

け
付
け
は
、７
月
か
ら
で
す
。
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　家読の基本は、『読んだ本について家族で話す』という、シンプルなものです。やり方には特に決まりはあ
りませんので、それぞれの家庭の事情にあわせて実践してみてください。はじめからたくさんの約束事を決
めるより、できることから、そして、楽しみながら、まずは週に１日20分間、「家読の日」をつくってみま
せんか？

【家読実践例】
◎　家族で同じ本を読む。
◎　それぞれが選んだ本を、それぞれのペースで読む。
◎　読んだ本について感想を述べあう。
◎　家読をする曜日や時間を決めて実践する。
◎　家庭文庫を作る。
◎　読んだ本は、家読ノートや家読カレンダーを作り記録する。

　「家読（うちどく）」とは「家庭読書」の略語で、「家族ふれあい読書」を意味します。学校で行われている「朝

読（あさどく）」（朝の読書の略）の家庭版として考えられたものです。家族で本を読んでコミュニケーション

し、「家族の絆づくり」をすることを目的としています。

　読書は個人的な体験ですが、感想を話し合ったり、人にすすめたりして言葉にすることで、コミュニケー

ション能力や読解力、表現力を高めることにもつながります。家読は、子どもも大人も一緒に成長し、心の

豊かさをはぐくむ運動でもあります。

　出水市では、今年４月に策定した「出水市読書活動推進計画（第二次）」の中で、家庭における行動目標とし

て「家読20分間運動」を掲げました。

大人と子ども　家族で読書を楽しむために・・・

「家読（うちどく）」をはじめませんか？

第 3土曜日は「市民読書の日」

「家読（うちどく）」ってなあに？

「家読」実践方法

「家読（うちどく）」ってなあに？「家読（うちどく）」ってなあに？
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読書活動に関する問い合わせ先
						読書推進課
							☎ 63‒4121

いつでも　どこでも　本といっしょに



日　　時　　７月24日（火）〜27日（金）
　　　　　　８月21日（火）〜24日（金）
　　　　　　午後１時〜同４時
場　　所　　中央図書館
内　　容　　図書の貸し出し・返却、書架の整理
　　　　　　館内・移動図書館車の見学など
対 象 者　　小学５年生〜中学３年生
募集人員　　16人（１日に２人）
参 加 料　　無　　料
申込期間　　７月１日（日）〜15日（日）

中央図書館
○ミニ企画展
　「ロンドンオリンピック」
○ぷち展
　「七夕の本」「夏の本」
　「自由研究の本」

　教育委員会では、広く市民の皆さんから文芸作品等を募集し、自由で楽しみに満ちた作品を掲載することにより、
文芸活動の普及に寄与することを目的に「文芸いずみ第７号」を出版します。
　次により作品を募集しますので、ふるってご応募ください。

●応募資格　　どなたでも応募できます。
●募集部門・募集制限

部　　　門 募集制限 部　　　門 募集制限
短　歌 ３首まで 随　筆 原稿用紙６枚以内
俳　句 ５句まで 童　話 原稿用紙10枚以内

川柳・さつま狂句 ５句まで 歴史郷土に関する
記録および回顧録 原稿用紙20枚以内

詩 ２編まで 読書感想文 原稿用紙６枚以内

『文芸いずみ第７号』の作品募集

☆お一人２部門まで応募できます。
☆掲載作品の選択は、編集委員に一任させていただきます。
☆発行は、平成25年３月末の予定です。

☆規定の原稿用紙（23字×17行）で応募してください。募集要項、原
稿用紙は、次の施設に設置してあります。
○市役所市民相談室、読書推進課
○中央図書館、高尾野図書館、野田図書館
○中央公民館、高尾野公民館、江内カントリーコア（江内出張所）、
　野田教育支所
※ホームページからダウンロードできます。
※詳しくは、募集要項をご覧ください。

☆応募・問い合わせ先
〒８９９−０２９２
出水市緑町１番３号
出水市教育委員会 読書推進課
　（☎６３−４１２１）

☆応募期限　　10月31日（水）☆

高尾野図書館
○ミニ企画展
　「夏を楽しもう！」
○ぷち展
「夏休みはこれを読もう！
〜夏のおたすけBOOK〜」

野田図書館
○ミニ企画展
「オリンピックとイギリスを
　　　　　　　　楽しもう！」
○ぷち展
　「夏休み　自由研究」

夏休みミニ企画・ぷち展
７月１日～８月31日

　図書館では、課題図書の貸し
出しも行います。読書感想文・
感想画に挑戦しませんか？

夏休み図書館探検

図書館を探検しよう！

【申込・問い合わせ先】

◎中央図書館　　（☎６３－２１０５）

◎高尾野図書館　（☎８２－５４５２）

◎野田図書館　　（☎８４－３１００）

※すべての図書館で受け付けします。

夏休みは図書館へ行こう！
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≪幼児・小学生≫

●「あかにんじゃ｣ 穂村　弘　作
●「なみだひっこんでろ」 岩瀬　成子　作
●「願いのかなう　まがり角」 岡田　淳　作
●「みょうがやど」 川端　誠　作
●「ふたごのしろくま　ねえ、おんぶのまき」 あべ弘士　作
●「みさき食堂へようこそ」 香坂　直　作
●「ぴたっとヤモちゃん」 石井　聖岳　作
●「げんききゅうしょく　いただきます！｣ つちだ　よしはる　作・絵
●「だれの　たまご」 斉藤　洋　作
●「おつかいま　なんかじゃありません」 柏葉　幸子　作

　　　・・・・・等
≪中学生・高校生≫

●「よるの美容院」 市川　朔久子　著
●「名探偵犬バディ１　消えた少年のひみつ」

ドリー・ヒルスタッド・バトラー　作
・・・・・等

≪一般≫

●「信長死すべし」 山本　兼一　著
●「ラブソファに、ひとり」 石田　衣良　著
●「実験的経験｣ 森　博嗣　著
●「大幽霊烏賊　名探偵面鏡真澄」 首藤　瓜於　著
●「日御子」 帚木　蓬生　著
●「あなたが愛した記憶」 誉田　哲也　著
●「ももこのまんねん日記　2012｣ さくら　ももこ　著
●「彼女の存在、その破片」 野中　柊　著
●「窓の向こうのガーシュウィン」 宮下　奈都　著
●「尋ね人」 谷村　志穂　著
●「衆」 堂場　瞬一　著
●「光」 道尾　秀介　著
●「漏洩｣ 笹本　稜平　著
●「夜の国のクーパー」 伊坂　幸太郎　著
●「霖雨」 葉室　麟　著

・・・・・等

図書館名
（電話番号） 開 館 時 間 ７月の休館日

中央図書館
（☎ 63-2105）

平日
　午前 9時～午後 8時
土曜・日曜日
　午前 9時～午後 6時

17 日
高尾野図書館

（☎ 82-5452）
午前 9時～午後 6時 20 日野田図書館

（☎ 84-3100）

平成24年７月　移動図書館運行表

ステーション名 運行時間
運行日

７ 月

第１・３

火曜日

西之口団地自治公民館 10：00～10：20 ３日鹿島自治公民館 15：10～15：40

第２・４

火曜日

千本付団地広場 10：00～10：20
10 日

24 日

平和団地集会室 10：30～10：50
鹿島住宅広場 14；20～14：40
茶円堀団地広場 14：45～15：05
ラ・フォンテいずみ 15：15～15：35

第１・３

水曜日

江内北部コミュニティーセンター 9：40～10：00
４日

18 日

東辺田自治公民館前 10：10～10：30
尾野島浜自治公民館 10：45～11：05
江内配本所（カントリーコア） 14：05～14：25
ウッドタウン自治公民館 14：40～15：00

第２・４

水曜日

元町自治公民館 9：50～10：10 11 日
25 日今釜西自治公民館 10：20～10：40

第１・３

木曜日

鶴亀タウン 9：40～10：00 ５日
19 日米ノ津駅前広場 10：10～10：30

福ノ江自治公民館 10：45～11：05

第２・４

木曜日

受口自治公民館 10：40～11：00 12 日

26 日

屋地自治公民館 14：10～14：30
熊野神社前 14：40～15：00
菅原神社（荘上・荘下） 15：15～15：35

第１・３

金曜日

栗毛野自治公民館 9：40～10：00 ６日
20 日江川野自治公民館 10：10～10：30

内野々下自治公民館 10：45～11：05
第２・４

金曜日

鶴水園 14：10～14：40 13 日
27 日加紫久利住宅広場 14：55～15：15

新しい本の紹介（予定）新しい本の紹介（予定）

７ 月のおはなし会・親子読書会

中央図書館

おはなしのへや
（毎週水曜日）

4日、11日、18日、25日
午後４時～

だっこＤＥえほん 28日（土）
午前10時～

高尾野図書館

おはなしのへや
（毎週月曜日）

2日、9日、23日、30日
午後４時～

親子読書教室	
「すくすく」

10日（火）
午前10時30分～

野田図書館

おはなしのじかん
（毎週木曜日）

5日、12日、19日、26日
午後４時～

だっこＤＥえほん 5日（木）
午前10時30分～

夜のおなはし会 23日（月）
午後７時～

　【一般書】

『采配』

　　　　　落合　博満　著
ダイヤモンド社

　「孤独に勝てなければ、勝
負にも勝てない」中日ドラゴ
ンズ落合前監督の珠玉の格言
の数々。野球好きの方だけで
なく、ビジネス書の要素もあ
るのでビジネスで勝負したい
サラリーマンの方、部下との
人間関係に悩む上司の方にも
おすすめです。
　賛否両論の「オレ流」です
が、球団を常勝へ導いた説得
力を実感できます。

　　【児童書】

『わたしとあそんで』
マリー・ホエール・エッツ

文・絵
福音館書店

　1968年に出版され、今も読
みつがれているロング・セ
ラー絵本です。
　特に動物好きのお子さんに
読んでほしい作品です。数々
の登場動物の中でも、小鹿の
かわいらしさは抜群です。ま
た表紙のレトロ感も魅力的で
す。女の子と動物たちとのほ
のぼのとしたラストも素敵な
ので、親子で一緒に読んで楽
しめる１冊です。
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発生件数 死　者 負 傷 者

出 水 市 29 件
（+５）

０人
（＋０）

49 人
（+	17）

平成24 年
の 累 計

121 件
（－	４）

１人
（±０）

167 人
（＋	９）

※　（　	）内の数字は前年同月比

交通事故発生状況
出水警察署管内（５月１日〜同31日）

　５月31日、出水市防犯協会の総会が開催されました。
　会議では、平成23年度の活動経過・決算等の報告・
承認の後、平成24年度の活動計画・予算および新役員
等を審議・決定しました。
　役員には、引き続き会長に渋谷俊彦市長、副会長に
東山義夫市自治連会長、溝口省三教育長をはじめ、理
事、顧問代議員等に市自治連防犯交通部員や防犯関連
団体代表者等39人を決定しました。

  ４月20日に鹿児島銀行高尾野支店、５月８日に同米ノ津支
店において、それぞれ数百万円の振り込め詐欺被害を行員の
方々の機転により、窓口で未然に防止していただきました。
  この功績に対して５月18日出水警察署長の感謝状が贈られ
ました。
  出水市内では、オレオレ詐欺やギャンブル必勝法詐欺およ
び還付金詐欺が多発しています。

　自転車盗難の多発に歯
止めをかけるため、警察
では管内中学校または高
校のうち１校を「自転車
盗難防止モデル校」とし
て指定しています。
　昨年の高尾野中に続き
本年は出水商業高校を指
定し５月21日全校生徒を

前に指定書の交付が行われました。
　また同時に、交通関係でバイク事故の防止を願って

「原付車安全利用モデル校」の指定も行われ、安全運転
を誓いました。
　その後、出水ライオンズクラブより新１年生の自転
車通学生等にワイヤーロック100個が贈呈されました。
ワイヤーロックは毎年いただいており、市内７中学校
・５高校の自転車通学生全員に贈呈しています。
　今年も新１年生用に450個をいただきました。
　ありがとうございました。 【有効活用を！】

出水市防犯協会	63 － 1500問い合わせ先

１　盗難予防活動の推進（特に空き
巣・自転車盗難）

２　少年非行防止活動の推進
３　振り込め詐欺被害防止啓発活動
４　女性・子どもに対する防犯対策
５　防犯パトロール隊の結成および

活動支援
６　市民への地域安全情報の提供
７　市安全安心パトロール隊による

常時（午前～夕方）パトロール
　これらを通して「安全・安心の街いずみ」

の実現に努力します。

自転車盗難防止モデル校
原付安全利用モデル校を指定

出水商業高等学校
ワイヤーロック贈呈

出水ライオンズクラブ

出水市防犯協会総会を開催

 振り込め詐欺被害防止で感謝状　鹿児島銀行高尾野支店・米ノ津支店

　出水市防犯協会は（事業重点事項中より）

これらは詐欺の手口です

みなさん
十分に気を

つけてください

松原清俊ライオンズ会長から贈呈

を受ける生徒代表山道奈央さん

高尾野支店（右）
米ノ津支店（左）

のみなさん

 息子や孫を名乗り
 「電話番号が変わった」

必ず儲かるという話

お金を返すからＡＴＭへ行け
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５
月
20
日
、
市
中
央
公
民
館
で
６
年
に
及
ん
だ
米
之
津
川

河
川
激
甚
災
害
対
策
特
別
緊
急
事
業
の
竣
し
ゅ
ん
こ
う工
式
と
祝
賀
会
が

開
催
さ
れ
工
事
関
係
者
や
地
権
者
な
ど
約
１
５
０
人
が
出
席

し
て
祝
い
ま
し
た
。

　

２
０
０
６
年
７
月
に
県
北
部
を
襲
っ
た
豪
雨
で
米
ノ
津

川
が
氾
濫
。
市
役
所
周
辺
の
市
街
地
２
８
７
㌶
が
浸
水
、

１
３
０
５
戸
が
床
上
・
床
下
浸
水
す
る
な
ど
甚
大
な
被
害
を

受
け
ま
し
た
。

　

激
特
事
業
区
間
は
沖
田
大
井
手
堰ぜ
き

か
ら
六
月
田
橋
ま
で
の

延
長
３
・
９
㌔
。
堤
防
の
改
良
、
川
の
拡
幅
、
川
床
を
最
大

３
㍍
掘
り
下
げ
る
な
ど
し
、
流
下
能
力
を
１
・
７
倍
の
毎
秒

２
１
０
０
㌧
に
引
き
上
げ
ま
し
た
。

　

式
で
は
渋
谷
市
長
を
は
じ
め
伊
藤
県
知
事
や
地
元
国
会
議

員
ら
も
出
席
し
、
く
す
玉
割
り
や
記
念
碑
の
除
幕
、
記
念
植

樹
な
ど
が
あ
り
、
無
事
に
工
事
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
祝
い
、

今
後
も
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
へ
取
り
組
む
こ
と
を
誓
い

ま
し
た
。

激特事業竣工式
米ノ津川

　

少
人
数
学
級
や
複
式
学
級
で
は
学
習
効
果
が
十
分
で
は
な

い
部
分
を
補
い
、
小
規
模
校
の
存
続
の
道
を
探
る
試
み
と
し

て
、
市
内
の
小
規
模
小
学
校
５
校
の
児
童
が
集
ま
り
、
一
緒

に
授
業
を
受
け
る
集
合
学
習
が
６
月
８
日
、
大
川
内
小
学
校

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

県
内
で
は
小
規
模
校
の
統
廃
合
が
進
む
中
、
５
校
は
本
年

度
の
本
格
実
施
に
向
け
て
昨
年
度
か
ら
協
議
、
試
行
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

　

切
通
小（
児
童
数
32
人
）、
荘
小（
29
人
）、
蕨
島
小（
11
人
）、

大
川
内
小（
12
人
）、
上
場
小（
11
人
）の
計
95
人
の
児
童
が
集

ま
り
ま
し
た
。

　

最
初
に
顔
を
合
わ
せ
る
際
に
は
、
緊
張
し
た
表
情
を
見
せ

て
い
た
児
童
ら
も
国
語
や
算
数
の
ほ
か
、
音
楽
の
合
唱
や
体

育
な
ど
の
授
業
が
進
む
た
び
に
、
打
ち
解
け
た
様
子
で
元
気

に
授
業
に
取
り
組
む
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、各
校
持
ち
回
り
で
５
回
開
催
す
る
計
画
で
す
。

集合学習が本格実施
小規模５小学校

初
の
美
術
展

出
水
市
文
化
協
会

　４月28・29日の２日間にわたり、出水市文化協会
美術工芸部の主催で第１回美術展が出水公会堂で開
催されました。
　74人の出展者による力作230点が展示され、市内
外から多くの観覧者が訪れました。今回の美術展を
きっかけに、多くの方が芸術に触れ合う機会の充実
と更なる芸術展示作品の向上のため、定期的に美術
展の開催が予定されています。

人
権
の
花
運
動

蕨
島
小

　蕨島小学校で「人権の花運動」の開会式が５月９日
にありました。
　人権の花としてのイメージを持つひまわりの栽培
を通して人権の大切さを学んでもらおうと、川内人
権擁護委員協議会の畠中大喜会長から児童らへ種と
プランターが贈られました。
　全校児童と関係者らは、人権の花が心にも咲くよ
うにと気持ちを込めて種植えを行いました。
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　民生委員・児童委員の日に合わせて出水市民生委
員児童委員協議会連合会（矢野ミツ会長）が５月12
日、昨年発生し甚大な被害をもたらした東日本大震
災の復興支援を目的として市内９カ所のスーパーな
どで募金活動を行いました。
　集まった多くの募金は社会福祉協議会を通じて、
被災地に贈られました。

　いつもお世話になっている母親に感謝の気持ちを
込め、フラワーアレンジメントの講座が５月９日、
働く婦人の家でありました。
　参加した20人は、講師のてほどきを受けながら
カーネーションの造花やリボンを使って、思い思い
に作品を作っていました。
　働く婦人の家ではさまざまな講座を今後も開催し
ていく予定です。
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　茶道に触れて和の心を学んでもらおうと５月13
日、大川内小学校で茶道体験会がありました。
　ＮＰＯ法人さわやか出水女性の集い（矢野ミツ理
事長）が小・中学校では初めて実施。
　体験は日曜参観に合わせて行われ、体育館に設け
られた簡単な茶室で琴の音が流れる中、児童、保護
者らは慣れない手つきで作法を学びながらお茶を楽
しみました。

　５月16日、蕨島小学校の全児童11人が同小学校近
くの海岸でヒラメの稚魚の放流を行いました。
　放流されたヒラメは体長約９センチの４万匹。
　豊かな海の資源を大切にする心を育ててもらおう
と、北さつま漁協出水支所（波戸親志支所長）が毎年
行っている体験学習です。児童らは次々にバケツで
放流し、地元の海を元気に泳いでいくヒラメに歓声
を上げていました。
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　５月19・20	日の両日、第53回市長旗争奪市内高
等学校野球大会が開催され、迫力ある打撃戦や白熱
した投手戦など、好ゲームが展開されました。
　４校によるリーグ戦の結果、優勝「出水高校」、準
優勝「出水中央高校」という成績でした。市内４校の
レベルは拮抗しており、夏の県予選での活躍が期待
されます。

　５月20日、史跡めぐり歩こう大会を江内地区で開
催し、80人の市民が約８キロの道のりを歩きまし
た。参加者らは上原文化財保護審議会委員から江内
貝塚、島津樋門、江内の干拓の歴史等についての説
明を受け、江内地区の歴史を学びました。荒崎展望
公園からは、江戸時代から昭和にかけて作られてき
た出水の干拓を一望でき、人の手で広大な農地を築
いてきた先人たちの努力を肌で感じていました。
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　５月21日、県内で54年ぶりに「金環日食」が観察さ
れました。
　金環日食とは太陽の中心部分を月が覆い、はみだ
した太陽の光がリング状に見える現象。
　西出水小学校でも世紀の天体ショーを見ようと観
察会があり、約200人の児童らが専用の日食グラス
越しに朝空に浮かび上がった黄金の指輪を見上げ大
きな歓声を上げていました。

　野田郷島津太鼓（鶴田均会長）結成20周年を記念し
たコンサートが５月27日、市文化会館で開催されま
した。
　コンサートでは島津太鼓のほかに３団体も太鼓演
奏を披露しました。
　集まった多くの市民は、力強く会場中に響く太鼓
の鼓動を肌で感じていました。演奏が終わるたびに
客席から大きな拍手が送られていました。

　市政説明会を５月29日、市音楽ホールで開催し、
自治会長を中心に多くの市民が出席しました。
　行政から市民へ市の施策を説明し、市政への理解
と協力を求めることを目的に、毎年実施しています。
　生活に身近な市の施策に対し、出席者から多くの
質問や要望などが出され、市政に対する市民の声を
聞くことができるよい機会となりました。
　

　６月１日、水道週間に合わせて出水管工事協同組
合（竹田行成理事長）が恒例となっている市内小中学
校の水道施設の点検、修繕のボランティア活動を実
施しました。
　作業は４～５人の５班に分かれて行われ、蛇口や
トイレなどをひとつひとつ点検し、老朽化している
部位を取り替えていきました。
　

　５月23日から26日まで、たかおの交流館で出水ふ
るさと学寮を実施しました。
　親元を離れ、異年齢集団の中で生活することで、
自立心や協調性を養うことを目的に、市内の小学３
年生から６年生までの男女31人が３泊４日間の集団
生活を体験しました。
　魚さばき体験のほか、日頃あまりやらない食事作り
や洗濯など、生活に必要な作業を楽しく学びました。
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　おとりのアユに掛け針をひっかけて捕獲するアユ
友釣り愛好家９人が５月27日、米ノ津川の五万石井
堰
せき

から田原橋までの友釣り区間の清掃を実施しまし
た。
　アユ漁解禁に合わせて毎年実施されており、参加
者らは２時間ほど川岸や川の中にあるごみを集める
などして、川をきれいにしていきました。
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　６月17日、出水市みどり推進協議会（渋谷俊彦会
長）の呼びかけで東光山公園周辺で草刈りボラン
ティアがありました。
　集まった多くの市民は鎌や下刈り用の道具を手
に、植栽された桜の周りの草を丁寧に刈り取ってい
きました。
　作業後は、山には心地の良い風が通るようになり
ました。

　出水ロータリークラブ（日置孝一会長）が東日本大
震災支援事業として「新世代フォーラム」を６月17
日、市音楽ホールで開催しました。
　「今、私たちにできる復興支援」と題し大震災と防
災、現在の復興状況の講話があり、多くの中高生を
はじめとする市民が参加しました。
　被災地からの招待者も出席し、災害に対しての支
援、自分たちの防災などを考える機会となりました。
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　シンガポールからの修学旅行生が６月８日、公開
武家屋敷竹添邸で浴衣を着て茶道を体験しました。
　生徒らは身も心も和の風情に包まれていました。
　本市は平成21年度から海外からの教育旅行誘致に
取り組んでおり、22年度に269人を農家民泊などで
受け入れました。しかし、昨年度は東日本大震災の
影響で、受け入れを中断。今回が震災後初の受け入
れとなりました。

　昨年度から本格導入された小学校での外国語活動
を受け、中学校への英語教育にスムーズに移行でき
るよう小学５・６年生および中学１年生を対象とし
た市独自の開発教材が完成しました。６月13日には
完成式典が東出水小学校であり、各学級に真新しい
教材が贈られました。教材には本市の史跡や特産物
などの情報が多く掲載されており、より親しみやす
い内容となっています。

　初夏を告げるアユ漁が高尾野川、米ノ津川で相次
いで解禁されました。
　米ノ津川では、６月３日午前４時の花火を合図に
愛好家らが次々と川に入り、川を横切るように網を
仕掛ける建網漁と言われる伝統的な捕り方で漁を楽
しみました。
　川岸ではアユの塩焼きをおいしそうに頬張る人の
姿が見られました。

　毎月恒例の『名護新鮮おさかな市』が６月９日、名
護漁港で開催されました。
　当日水揚げされたばかりの新鮮な旬の地魚がいっ
ぱい。さらに、価格も市場より安いこともあり、多
くの買い物客でにぎわいました。
　毎月第２土曜日の午前11時から同漁港で開催され
ています。
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日
～
６
月
１
日
届
出
分
）

香
典
返
し
寄
付　

	〈
敬
称
略
〉

新　

垣　

ヨ　

カ　
（
清　

水
）

田　

原　

カ
ヅ
ヱ　
（
下
大
野
原
）

窪　
　
　

信　

良　
（
津　

山
）

中　

村　

マ
ツ
子　
（
下
餅
井
）

岩

長

恵

美　
（
八　

幡
）

郡

山

照

雄　
（
上
大
野
原
）

河　

路　
　
　

博　
（
鹿　

島
）

東

福

一

雄　
（
平
良
町
）

植　
　
　

美　

子　
（
広
島
市
）

本

田

康

則　
（
千
間
山
）

濵

田

眞

一　
（
鹿　

島
）

白　

石　

ア
ヤ
子　
（
荒　

崎
）

藤　

川　

志
津
子　
（
太　

田
）

前　

田　

キ
ミ
子　
（
上
町
住
宅
）　

緒　

方　

フ
ヂ
子　
（
屋　

地
）

池

田

ミ

サ　
（
米
ノ
津
中
）

塩

入

高

義　
（
今
釜
西
）

東

田

正

惠　
（
兵
庫
県
宝
塚
市
）

道

脇

茂

雄　
（
鹿　

島
）

川　

﨑　

セ
ツ
子　
（
茶
円
堀
）

村

井

幸

一　
（
八　

幡
）

前

田

睦

夫　
（
上
村
東
）

高

橋

一

徳　
（
清　

水
）

阿

多

陽

子　
（
御　

岳
）

江

﨑

五

雄　
（
西
福
ノ
江
）

平

山

文

子　
（
福
ノ
江
港
）

上　

野　

ト
ミ
子　
（
愛　

護
）

佐

原

英

志　
（
平
良
町
）

内

田

国

和　
（
鹿　

島
）

西　

池　

サ
ダ
子　
（
朝
日
町
）

船　

橋　

英
美
子　
（
城
山
南
）

宮

原

義

文　
（　

麓　

）

有

村

邦

子　
（
横　

尾
）

柏

木

則

男　
（
天　

神
）

黒　

木　

マ
サ
ヨ　
（
本
町（
高
尾
野
））

榮　

德　

ハ
ル
エ　
（
下
平
野
）

茶　

木　
　
　

薫　
（
平
松
西
）

猪

野

正

文　
（
竪
馬
場
）

河　

路　

ツ
ル
子　
（
溝　

下
）

牧

野

生

子　
（
江
川
野
）

池

田

栄

治　
（
横
浜
市
）

本

田

淑

子　
（
鹿　

島
）

中

村

勝

憲　
（
神
奈
川
県
小
田
原
市

）

冨

吉

博

道　
（
鶴　

里
）

柊

迫

礼

子　
（　

浦　

）

一
般
寄
付　

	〈
敬
称
略
〉

宇　

都　

コ　

メ　
（
田　

原
）

山　

本　

エ
ツ
子　
（
江
川
野
）

高
中
第
11
回
卒
同
窓
会	

＝
以
上
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
＝

お
誕
生
、
ご
め
い
福
、
ご
寄
付
欄
へ

の
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
方
は
届
け

出
の
際
に
お
知
ら
せ
い
た
だ
く
か
、

本
庁
企
画
政
策
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
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当番医のお知らせ当番医のお知らせ
　担当医療機関は、下表のとおりです。
○都合により担当医療機関が変更になることがあります。出水消防署（☎63－0119）にお問い合わせください。
○当番医での受診は、急患に限ります。

※［当］：日曜・祝日在宅当番医（午前９時～午後５時）
　［児］：小児科当番医（午前10時～正午）

7　　　　　月
日 医　療　機　関　名

１日（日）

［当・児］こどもクリニック永松 小児科 鹿島 ☎ 64 − 1500

［当］出水病院 精神・内科 諏訪馬場 ☎ 62 − 0419

［当］いまむらクリニック 泌尿器科・内科 阿久根市 ☎ 73 − 1700

［当］鷹巣診療所 内・外科 長島町 ☎ 86 − 0054

８日（日）

［当］しもぞのクリニック 内・胃腸科 石坂（出水） ☎ 63 − 8300

［当］出水眼科 眼科 春日町 ☎ 62 − 8350

［当］門松医院 内・外科 阿久根市 ☎ 64 − 6100

［当］長島クリニック 内・外科 長島町 ☎ 88 − 6405

［児］出水総合医療センター 早馬 ☎ 67 − 1611

15日（日）

［当］境田医院 産婦・内・外科 天神（出水） ☎ 67 − 2600

［当・児］キッズクリニック 小児科 向江 ☎ 63 − 7707

［当］山田クリニック 内・外科 阿久根市 ☎ 72 − 0420

［当］平尾診療所 内・外科 長島町 ☎ 88 − 2595

16日（月）

［当］福永内科循環器科 循環器・内科 向江 ☎ 62 − 8200

［当］よしだ泌尿器科クリニック 泌尿器科 沖田 ☎ 63 − 7800

［当］北国医院 外・小児・整外科 阿久根市 ☎ 72 − 0016

［当］飯尾医院 内・外・婦人科 長島町 ☎ 88 − 5040

22日（日）

［当・児］二宮医院 内・小児科 栄町 ☎ 62 − 0167

［当］よう皮ふ科医院 皮膚科 鹿島 ☎ 63 − 1112

［当］阿久根眼科 眼科 阿久根市 ☎ 72 − 0040

［当］長島クリニック 内・外科 長島町 ☎ 88 − 6405

29日（日）

［当］東医院 内・外・胃腸科 六月田中 ☎ 67 − 1861

［当］奥田蘇明会医院 内・皮膚・精神科 町（高尾野） ☎ 82 − 3998

［当］林胃腸科外科 内・外科 阿久根市 ☎ 73 − 3639

［当］鷹巣診療所 内・外科 長島町 ☎ 86 − 0054

［児］しみずこども医院 小児科 阿久根市 ☎ 68 − 0633
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暮らしの情報暮らしの情報

水道修繕工事当番事業者

※家庭内の修繕は、施工した工事事業者にご連絡ください。

休日当番歯科医・当番薬局休日当番歯科医・当番薬局

期　　間

出　水　地　域 高尾野・野田地域

工 事 事 業 者 平　日
休日および平日の
　　午後５時以降

工事事業者 平　日
休日および平日の
　　午後５時以降

７月１日 あかつき電化 ☎62−0650

携帯電話
（090－7397－7898）

慶 越 組 ☎82−0442

携帯電話
（090－7154－7490）

７月２日～８日 三 和 住 設 ☎62−5114 川 窪 建 設 ☎82−0376

７月９日～15日 井 手 口 電 設 ☎62−0901 軸薗設備工業 ☎82−0889

７月16日～22日 太田電機工業所 ☎63−1966 柏 木 産 業 ☎82−1474

７月23日～29日 北 薩 設 備 ☎62−6011 三 友 建 設 ☎82−0173

７月30日～８月５日 ことぶき電気設備 ☎62−0313 別府水道住宅設備 ☎84−2080

１日（日）▶出水市消防団消防ポンプ操法大会（午前８時30分・出水消防署）

８日（日）▶鹿児島県知事選挙投票日（午前７時・市内各投票所）

21日（土）▶市民読書の日

22日（日）▶ふるさと出水クリーン作戦（午前６時30分・市内全域）

28日（土）～29日（日）▶夏祭りいずみ鶴翔祭（本町通りおよび総合運動公園芝生広場）

７月の主な行事

7 月 1 日 7月16日

橋 口 歯 科 医 院 歯科 ☎73−0508 阿久根市 宮 薗 歯 科 医 院 歯科 ☎73−3222 阿久根市

か し ま 薬 局 ☎63−3970 鹿　島 か り ん 薬 局 ☎64−1400 向　江

7月8日 こ が ね 薬 局 ☎64−1132 沖　田

水 野 歯 科 医 院 歯科 ☎82−0064 柴　引 7月22日

Ｄ・ＭＬ五万石薬局 ☎63−8800 野添（出水） つ ば さ 歯 科 歯科 ☎62−8519 花立西

ク レ モ ア 薬 局 ☎63−5401 春日町 あ す か 薬 局 ☎63−7322 鹿　島

7月15日 7月29日

白 男 川 歯 科 医 院 歯科 ☎63−0009 向　江 太田歯科クリニック 歯科 ☎84−4700 仲町（野田）

エ ン ジ ェ ル 薬 局 ☎65−7637 天　神 あ じ さ い 薬 局 ☎67−2055 六月田下

さ く ら 薬 局 ☎63−7700 向　江 ※歯科医院診療時間　午前９時～正午
◎変更になることがあります。
　出水消防署（☎63－0119）にお問い合わせください。

広報いずみ 2012（平成 24 年）７月29



■携帯電話用ページ　http://www.city.izumi.kagoshima.jp/i/■発行　出水市　　　■編集　政策経営部企画政策課
■出水市役所（本庁）　〒899-0292　鹿児島県出水市緑町1番3号
　　　　　　　　　　TEL0996-63-2111（代表）　FAX0996-63-0680
　　　　高尾野支所　〒899-0492　鹿児島県出水市高尾野町大久保7番地
　　　　　　　　　　TEL0996-63-2111（代表）　FAX0996-82-2399
　　　　野 田 支 所　〒899-0502　鹿児島県出水市野田町下名7035番地
　　　　　　　　　　TEL0996-63-2111（代表）　FAX0996-84-2078
■ホームページアドレス　http://www.city.izumi.kagoshima.jp/
■電子メールアドレス　info_izm@city.izumi.kagoshima.jp 広報いずみ2012（平成24年）７月号 30

75
　

５
月
26
日
に
植
物
と
昆

虫
の
観
察
採
集
会
を
ク
レ

イ
ン
パ
ー
ク
で
開
催
し
ま

し
た
。
各
分
野
に
分
か
れ

て
観
察
採
集
、
標
本
の
作

り
方
を
学
び
ま
し
た
。

　

約
２
時
間
の
観
察
採
集

で
昆
虫
班
は
ト
ン
ボ
や

チ
ョ
ウ
、
バ
ッ
タ
な
ど
、

植
物
班
は
在
来
の
植
物
や

帰
化
植
物
な
ど
を
観
察
し

ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
先
生
か
ら
昆

虫
の
処
理
や
植
物
の
乾
燥

方
法
な
ど
を
教
わ
り
な
が

ら
標
本
作
製
を
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
き
れ
い
な
標
本

を
作
ろ
う
と
真
剣
な
様
子

で
し
た
。

　

皆
さ
ん
も
採
集
や
標
本

作
り
を
し
て
、
身
の
回
り

の
自
然
を
調
べ
て
み
ま
せ

ん
か
。

　

暑
い
！
暑
い
！
ど
こ
か
涼
し
い
所

は
な
い
も
の
か
と
う
な
だ
れ
て
い
た

時
に
、
汗
が
額
を
滝
の
よ
う
に
流
れ

ま
し
た
。
汗
。。。
流
れ
。。。
滝
。。。

　

大
川
内
に
滝
が
あ
る
と
聞
い
て

行
っ
て
み
ま
し
た
。
危
険
な
箇
所
に

注
意
し
な
が
ら
草
の
生
い
茂
る
山
道

を
分
け
入
っ
て
行
く
と
、
木
々
の
間

か
ら
秘
境
の
オ
ア
シ
ス
が
姿
を
現
し

ま
し
た
。

　

山
か
ら
わ
き
出
る
き
れ
い
な
水
が

12
㍍
下
の
滝
つ
ぼ
に
ド
ー
ッ
と
大
き

な
音
を
響
か
せ
て
い
ま
し
た
。
青
い

空
と
緑
の
山
に
溶
け
込
む
よ
う
な
白

い
滝
で
す
。

　

水
の
流
れ
落
ち
る
勢
い
で
起
こ
る

の
か
、
水
分
を
多
量
に
含
ん
だ
霧
状

の
冷
た
い
風
が
火
照
っ
た
体
を
吹
き

抜
け
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
、
写
真
だ
け
で
す
が
涼

を
感
じ
て
く
だ
さ
い
ね
。

『今月の問題』
　植物標本を作る時、植物のか
らだの中で一番大事な部分はど
こでしょう？
　Ａ　根
　Ｂ　茎
　Ｃ　花や実
☆答えはホームページか来月号で
先月号の答えは
Ａツルが卵を抱く様子　でした。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ス
ポ
ー
ツ
、
芸
術
、
功
績
な
ど
で
受
賞
さ
れ
た
方
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　出水市で副市長
を務めるなど、永
きにわたる地方自
治ならびに地域社
会発展へ貢献され
た功績を認められ
瑞宝双光章を受章
された大

お お た ま さ た か

田正隆さ
ん（上古市自治会）
：左から２人目

　

全
国
小
中
学
生
宮
本
武
蔵
決
定
個

人
剣
道
選
手
権
大
会
で
好
成
績
を
残

し
た
出
水
剣
友
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

（
猪
原
一
大
代
表
）の
皆
さ
ん

左
か
ら
林は

や
し　

祥し
ょ
う
れ
ん蓮
さ
ん（
優
秀
選

手
）・
猪い

は

ら原　

悠ゆ

づ

き月
さ
ん（
個
人
２

位
）・
椿つ

ば
き　

陽は
る
な奈
さ
ん（
個
人
３
位
）・

大お
お
つ
か塚　

望の
ぞ
み美
さ
ん（
優
秀
選
手
）

　

市
内
外
の
多
く
の
皆
さ

ま
か
ら
い
た
だ
い
た『
出

水
市
ツ
ル
と
歴
史
の
ま
ち

応
援
基
金
』
の
一
部
を
マ

ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
整
備
事

業
に
充
て
、
５
月
に
マ
ウ

ン
テ
ン
バ
イ
ク
50
台
を
購

入
し
ま
し
た
。
宿
泊
学
習

で
青
年
の
家
に
来
て
い
た

野
田
小
５
年
生
が
初
乗
り

を
し
ま
し
た
。

　

第
52
回
空
手
道
糸
東
会
全
国
選
手

権
大
会
お
よ
び
第
12
回
全
日
本
少
年

少
女
空
手
道
選
手
権
大
会
に
出
場
す

る
右
か
ら
下し

も
ぞ
の
し
ょ
う
へ
い

薗
尚
平
さ
ん（
西
出
水

小
６
年
）、
下
薗
莉り

こ子
さ
ん（
同
小
５

年
）、
下
薗
康こ

う
せ
い生
さ
ん（
同
小
３
年
）

　出水電気工事工業
協同組合の理事長を
永きにわたり務める
など、地域の電気業
界の発展に貢献され
た功績を認められ黄
綬褒章を受章された
岩
いわ さ き た か か ず

﨑孝和さん（八幡
（出水）自治会）：左
から３人目




